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問
題
　
不
登
校
と
い
う
事
象
を
ど
の
よ
う
な
問
題
と
し
て
理
解
す
る
か
に
よ
っ
て
，
そ
の
解
決
方
向
は
違
っ
た
も
の
と
な
る
。
不
登
校
児
自
身
を
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
か
，
家
庭
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
援
助
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
か
，
学
校
に
は
何
を
求
め
る
べ
き
な
の
か
，
社
会
制
度
や
社
会
環
境
を
ど
の
よ
う
に
整
備
し
て
い
く
の
か
等
い
ず
れ
を
と
っ
て
も
，
不
登
校
問
題
の
理
解
の
仕
方
と
解
決
方
向
と
は
緊
密
に
関
連
し
て
い
る
。
実
際
こ
れ
ま
で
，
不
登
校
問
題
は
歴
史
的
変
化
や
社
会
的
状
況
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
受
け
止
め
ら
れ
方
を
し
て
き
た
し
，
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
き
た
。
　
長
い
間
，
す
べ
て
の
形
態
の
持
続
的
な
学
校
欠
席
は
怠
学
（
t
r
u
a
n
c
y
）
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
怠
学
児
（
t
r
u
a
n
t
）
と
い
う
語
は
，
「
中
世
の
浮
浪
者
や
乞
食
」
を
意
味
す
る
フ
ラ
ン
ス
語
（
t
r
u
a
n
d
）
に
由
来
す
る
｛
1
｝
。
義
務
教
育
の
導
入
後
は
，
学
校
を
持
続
的
に
欠
席
す
る
怠
学
は
非
行
の
前
触
れ
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
が
，
む
し
ろ
貧
困
に
起
因
す
る
問
題
と
し
て
捉
え
た
方
が
的
を
射
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
　
H
e
r
s
o
v
（
1
9
7
7
＞
に
よ
れ
ば
，
1
9
3
2
年
B
r
o
a
d
w
i
n
が
怠
学
の
一
変
形
を
記
載
し
た
。
彼
は
，
「
少
数
例
の
研
究
か
ら
，
学
校
に
出
席
す
る
こ
と
が
困
難
な
の
は
，
根
の
深
い
強
迫
神
経
症
に
罹
っ
て
い
る
か
，
そ
う
で
な
く
と
も
強
迫
型
の
神
経
症
的
性
格
を
示
す
子
ど
も
に
生
じ
る
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
問
題
に
関
す
る
症
状
で
あ
る
」
と
考
え
た
。
こ
れ
が
後
年
，
J
o
h
n
s
o
n
ら
（
1
9
4
1
）
に
よ
っ
て
学
校
恐
怖
（
S
c
h
o
o
l
　
P
h
o
b
i
a
）
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
，
ま
た
，
W
a
r
r
e
n
（
1
9
4
8
）
に
よ
っ
て
登
校
拒
否
（
S
c
h
o
o
l
　
R
e
f
u
s
a
l
）
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
，
二
者
と
も
家
庭
状
況
を
問
題
に
し
て
い
る
と
い
う
〔
2
）
。
　
中
山
一
樹
（
1
9
9
7
）
は
，
不
登
校
を
「
1
9
5
0
年
代
末
か
ら
今
日
ま
で
，
戦
後
日
本
の
教
育
問
題
の
一
角
を
な
す
『
学
校
病
理
』
現
象
で
あ
る
」
と
す
る
。
そ
し
て
，
不
登
校
は
「
学
校
を
主
体
と
す
る
と
そ
れ
は
『
不
適
応
』
現
象
と
し
て
，
記
述
さ
れ
る
が
，
本
来
的
に
は
社
会
変
動
期
に
お
け
る
子
育
て
観
や
学
び
の
多
様
化
と
学
校
と
の
あ
い
だ
に
存
す
る
問
題
で
あ
る
」
と
い
う
〔
3
｝
。
　
こ
の
よ
う
に
，
不
登
校
は
そ
れ
を
主
と
し
て
，
本
人
の
心
理
的
問
題
と
し
て
み
る
か
，
家
庭
の
状
況
に
起
因
す
る
問
題
と
し
て
み
る
か
，
学
校
病
理
と
し
て
み
る
か
，
あ
る
い
は
社
会
経
済
的
な
問
題
と
し
て
み
る
か
に
よ
っ
て
，
さ
ま
ざ
ま
な
見
え
方
が
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
は
，
社
会
や
時
代
の
変
＊
　
学
校
教
育
（
発
達
心
理
学
）
＊
＊
w
校
教
育
（
教
育
課
程
）
＊
＊
＊国
ｮ
教
育
実
践
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
研
究
員
キ
ー
ワ
ー
ド
：
不
登
校
，
不
登
校
児
の
実
態
，
教
育
へ
の
権
利
，
子
ど
も
　
　
　
　
　
　
の
権
利
化
に
対
応
す
る
と
同
時
に
，
医
学
や
心
理
学
，
教
育
学
や
社
会
学
な
ど
，
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の
研
究
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
の
現
れ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
，
稲
村
博
は
，
不
登
校
に
関
わ
る
要
因
を
整
理
し
，
本
人
の
要
因
，
家
庭
の
要
因
，
学
校
の
要
因
，
社
会
文
化
的
要
因
を
区
別
し
て
い
る
④
。
　
さ
て
，
文
部
省
の
学
校
基
本
調
査
に
よ
れ
ば
，
い
わ
ゆ
る
不
登
校
と
さ
れ
る
年
間
3
0
日
以
上
の
欠
席
者
は
，
小
学
校
・
中
学
校
に
お
い
て
，
1
9
9
5
年
度
は
約
8
万
1
0
0
C
人
を
数
え
，
過
去
最
多
だ
っ
た
前
年
度
を
さ
ら
に
約
4
0
0
0
人
上
ま
わ
っ
て
お
り
，
中
学
校
で
は
7
0
人
に
1
人
も
の
割
合
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
，
実
際
に
不
登
校
の
子
ど
も
の
数
は
，
上
記
数
字
よ
り
も
さ
ら
に
多
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
，
わ
が
国
に
お
け
る
不
登
校
は
，
い
じ
め
等
の
学
校
内
で
の
人
間
関
係
の
問
題
体
罰
な
ど
教
師
に
よ
る
「
指
導
」
の
問
題
合
理
性
の
な
い
校
則
な
ど
「
管
理
」
の
問
題
に
関
わ
っ
て
も
生
じ
て
い
る
し
，
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
は
，
「
社
会
に
適
応
で
き
な
い
弱
い
子
」
や
「
駄
目
な
子
」
な
ど
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
は
ら
れ
て
，
地
域
社
会
の
中
で
も
孤
立
し
や
す
い
状
況
に
あ
る
。
　
こ
う
し
た
中
，
今
回
は
，
不
登
校
経
験
者
に
っ
い
て
意
識
調
査
を
行
い
，
不
登
校
に
な
っ
た
理
由
，
親
や
教
師
に
さ
れ
た
こ
と
や
し
て
ほ
し
か
っ
た
こ
と
，
学
校
や
社
会
に
対
す
る
要
望
に
っ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
た
め
，
鳥
取
県
，
島
根
県
の
県
立
高
校
通
信
制
，
定
時
制
課
程
に
在
籍
し
て
い
る
生
徒
を
対
象
と
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
現
在
，
通
信
制
や
定
時
制
の
高
校
に
は
，
か
つ
て
小
・
中
学
校
で
不
登
校
の
経
験
が
あ
る
も
の
が
多
く
在
籍
し
て
い
る
。
一
般
に
，
不
登
校
の
状
態
に
あ
る
児
童
・
生
徒
の
意
識
や
感
情
を
聞
き
取
る
こ
と
は
か
な
り
の
困
難
を
伴
う
が
，
今
回
の
調
査
の
対
象
と
し
た
通
信
制
・
定
時
制
高
校
在
学
生
は
，
「
混
乱
の
渦
中
」
か
ら
あ
る
程
度
の
年
月
を
経
て
，
過
去
の
自
ら
の
経
験
を
比
較
的
冷
静
・
客
観
的
に
把
握
で
き
，
回
答
し
や
す
い
状
態
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
，
彼
ら
は
，
小
・
中
学
校
で
不
登
校
経
験
を
持
っ
た
者
の
う
ち
の
，
～
部
の
層
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
特
徴
は
，
小
・
中
学
校
に
お
け
る
不
登
校
体
験
者
の
う
ち
，
不
登
校
の
苦
し
み
を
あ
る
程
度
乗
り
越
え
，
通
信
制
・
定
時
制
と
い
う
こ
の
社
会
で
は
「
傍
系
」
で
は
あ
る
が
，
や
は
り
「
学
校
」
で
あ
る
に
は
違
い
な
い
世
界
で
再
び
学
習
に
向
か
っ
て
い
る
人
た
ち
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
　
こ
う
し
た
研
究
を
通
じ
て
，
不
登
校
の
子
ど
も
の
実
態
を
正
し
く
把
握
し
て
，
学
校
自
体
の
抜
本
的
改
善
と
学
校
以
外
の
学
び
の
場
を
確
保
す
る
と
同
時
に
，
不
登
校
の
子
ど
も
の
教
育
へ
の
権
利
を
確
保
し
，
そ
の
実
現
を
は
か
る
方
向
を
探
り
た
い
。
不
登
校
の
子
ど
も
が
抱
え
る
様
々
な
悩
み
，
心
の
痛
み
に
目
を
向
け
な
が
ら
，
子
ど
も
自
身
の
意
見
を
も
と
に
解
決
の
方
向
を
考
え
て
い
き
た
い
。
蒙
　2
4
田
丸
敏
高
・
山
根
俊
喜
・
井
戸
垣
直
美
：
義
務
教
育
期
に
お
け
る
不
登
校
体
験
に
関
す
る
研
究
H
　
方
法
調
査
月
日
　
1
9
9
6
年
7
月
～
8
月
調
査
対
象
　
鳥
取
県
立
A
高
等
学
校
・
同
B
丙
等
学
校
の
各
通
信
制
・
定
　
時
制
課
程
，
同
C
高
等
学
校
の
定
時
制
課
程
，
島
根
県
立
D
商
等
学
校
　
の
通
信
制
課
程
お
よ
び
鳥
取
県
立
E
農
業
高
等
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
在
籍
　
す
る
高
校
生
（
総
計
3
0
1
4
人
）
手
続
き
　
そ
れ
ぞ
れ
の
高
校
に
依
頼
し
，
ス
ク
ー
リ
ン
グ
等
で
登
校
し
て
　
き
た
生
徒
に
対
し
，
特
別
の
時
間
を
と
っ
て
記
入
し
て
も
ら
い
，
そ
の
　
場
で
回
収
し
た
。
（
な
お
，
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
に
つ
い
て
は
文
末
に
資
　
料
と
し
て
掲
げ
る
。
）
皿
　
結
果
　
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
数
は
，
4
7
6
部
で
あ
っ
た
。
う
ち
，
有
効
回
答
数
は
4
7
3
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
訳
は
，
男
2
4
7
人
（
5
2
．
2
％
）
，
女
2
2
3
人
（
4
7
．
1
％
）
，
性
別
無
記
入
が
3
人
（
0
．
6
％
〉
で
あ
っ
た
（
表
A
）
。
表
A
　
記
入
者
性
別
　
　
　
　
　
　
（
N
＝
4
7
3
）
人
数
i
　
％
男
2
4
7
i
　
5
2
．
2
女
2
2
3
i
　
4
7
．
1
無
記
入
3
i
　
O
．
6
　
ま
た
，
回
答
者
の
年
齢
は
，
1
0
代
が
3
7
2
人
（
7
8
．
6
％
）
，
2
0
代
が
7
1
人
（
1
5
．
0
％
）
，
3
0
代
が
6
人
（
ぶ
3
％
）
，
4
0
代
が
7
人
（
1
．
5
％
）
，
5
0
代
が
1
0
人
（
2
．
1
％
）
，
6
0
代
が
4
人
（
0
．
8
％
）
，
年
齢
無
記
入
が
3
人
（
0
．
6
％
）
で
あ
っ
た
（
表
B
）
。
表
8
　
記
入
者
の
年
齢
　
　
　
　
　
　
（
N
＝
4
7
3
）
人
数
i
　
％
1
0
代
3
7
2
i
　
7
8
．
6
2
0
代
7
1
i
　
1
5
．
0
3
0
代
6
i
　
L
3
4
0
代
7
i
　
1
．
5
5
0
代
1
0
i
　
2
．
］
6
0
代
4
i
　
O
．
8
無
記
入
3
i
　
O
．
6
1
．
不
登
校
に
つ
い
て
の
全
体
的
意
識
傾
向
　
口
）
学
校
に
行
き
た
く
な
い
と
思
っ
た
こ
と
【
あ
な
た
が
小
・
中
学
生
の
と
き
，
学
校
に
行
き
た
く
な
い
と
思
っ
た
こ
　
と
が
あ
り
ま
す
か
？
】
　
有
効
回
答
数
4
7
3
に
っ
い
て
み
て
み
る
と
，
「
あ
る
」
と
答
え
た
人
は
3
5
1
人
（
7
4
．
2
％
）
，
「
な
い
」
と
答
え
た
人
は
1
2
2
人
（
2
5
．
8
％
）
で
あ
っ
た
（
表
1
－
1
）
。
表
1
－
1
　
学
校
に
行
き
た
く
な
い
と
思
っ
た
こ
と
　
　
　
　
　
（
は
4
7
3
）
人
数
i
　
％
あ
る
3
5
1
i
　
7
4
．
2
な
い
1
2
2
i
　
2
5
．
8
　
（
2
）
学
校
に
行
き
た
く
な
い
と
き
ど
う
し
た
か
【
学
校
に
行
き
た
く
な
い
と
思
っ
た
と
き
，
ど
う
し
ま
し
た
か
？
（
複
数
　
回
答
）
】
　
4
っ
の
選
択
肢
を
設
け
て
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
，
（
1
）
で
「
（
学
校
に
行
き
た
く
な
い
と
思
っ
た
こ
と
が
）
あ
る
」
と
答
え
た
3
5
1
人
の
う
ち
，
ど
れ
か
1
っ
で
も
○
を
っ
け
た
人
は
3
4
8
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
訳
は
，
「
学
校
に
行
か
な
か
っ
た
」
と
答
え
た
人
は
2
0
9
人
（
6
0
．
1
％
）
，
「
学
校
に
行
っ
て
，
教
室
で
授
業
を
受
け
た
」
と
答
え
た
人
が
1
0
6
人
（
3
0
、
5
％
）
，
「
学
校
に
行
っ
た
が
，
保
健
室
等
に
い
て
教
室
で
授
業
は
受
け
な
か
っ
た
」
と
答
え
た
人
が
6
9
人
（
1
9
．
8
％
）
，
「
そ
の
他
」
と
答
え
た
人
が
4
0
人
（
1
1
．
5
％
）
で
あ
っ
た
（
表
1
－
2
A
）
。
表
1
－
2
A 学
校
に
行
き
た
く
な
い
と
き
ど
う
し
た
か
（
Q
1
で
「
あ
る
」
と
回
答
し
た
入
の
み
）
（
忙
3
5
1
）
人
数
i
　
％
学
校
に
行
か
な
か
っ
た
2
0
g
i
　
6
0
．
1
学
校
に
行
き
教
室
で
授
業
を
受
け
た
1
0
6
i
　
3
0
．
5
学
校
に
行
っ
た
が
保
健
室
等
に
い
た
6
g
i
　
1
9
．
8
そ
の
他
4
0
i
　
1
1
．
5
　
ま
た
，
4
っ
の
選
択
肢
の
う
ち
，
ど
れ
か
1
っ
で
も
○
を
っ
け
た
人
は
3
8
0
人
で
あ
り
，
そ
の
う
ち
「
学
校
に
行
か
な
か
っ
た
」
と
答
え
た
人
は
2
1
6
入
（
5
6
．
8
％
）
，
「
学
校
に
行
っ
て
，
教
室
で
授
業
を
受
け
た
」
と
答
え
た
人
が
1
2
4
人
（
3
2
．
6
％
）
，
「
学
校
に
行
っ
た
が
，
保
健
室
等
に
い
て
教
室
で
授
業
は
受
け
な
か
っ
た
」
と
答
え
た
人
が
7
4
人
（
1
9
．
5
％
）
，
「
そ
の
他
」
と
答
え
た
人
が
4
4
人
（
1
1
．
6
％
）
で
あ
っ
た
（
表
1
－
2
B
）
。
表
1
－
2
B
　
学
校
に
行
き
た
く
な
い
と
き
ど
う
し
た
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
N
＝
3
8
0
）
人
数
i
　
％
学
校
に
行
か
な
か
っ
た
2
1
6
i
　
5
6
。
8
学
校
に
行
き
教
室
で
授
業
を
受
け
た
1
2
4
i
　
3
2
．
6
学
校
に
行
っ
た
が
保
健
室
等
に
い
た
7
4
i
　
1
9
．
5
そ
の
他
4
4
i
　
1
1
．
6
　
（
3
）
学
校
へ
行
か
な
か
っ
た
時
期
【
あ
な
た
が
（
け
が
や
病
気
で
入
院
し
た
場
合
な
ど
は
除
い
て
）
学
校
や
　
教
室
に
行
け
な
か
っ
た
又
は
行
け
な
か
っ
た
の
は
，
い
っ
の
こ
と
で
す
　
か
？
（
複
数
回
答
）
】
　
9
っ
の
選
択
肢
を
設
け
て
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
，
1
っ
で
も
○
を
っ
け
た
人
は
3
コ
0
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
訳
は
，
「
小
学
1
年
生
」
と
答
え
た
人
が
2
0
人
（
6
．
5
％
）
，
卜
小
学
2
年
生
」
と
答
え
た
人
が
2
9
人
（
9
．
4
％
）
，
「
小
学
3
年
生
」
と
答
え
た
人
が
2
6
人
（
8
．
4
％
）
，
「
小
学
4
年
生
」
と
答
え
た
人
が
3
8
人
（
1
2
．
3
％
）
，
「
小
学
5
年
生
」
と
答
え
た
人
が
5
2
人
（
1
6
．
8
％
）
，
「
小
学
6
年
生
」
と
答
え
た
人
が
6
5
入
（
2
1
．
0
％
）
，
「
中
学
1
年
生
」
と
答
え
た
人
が
1
1
4
人
（
3
6
．
8
％
）
，
「
中
学
2
年
生
」
と
答
え
た
人
が
1
6
9
人
（
5
4
．
5
％
）
，
「
中
学
3
年
生
」
と
答
え
た
人
が
1
9
1
（
6
1
．
6
％
）
人
で
あ
っ
た
（
表
1
－
3
）
。
表
丁
一
3
学
校
へ
行
か
な
か
っ
た
時
期
（
N
＝
3
1
0
）
人
数
　
　
　
％
小
1
2
0
i
　
6
．
5
小
2
2
g
i
　
9
，
4
小
3
2
6
i
　
8
．
4
小
4
3
8
i
　
1
2
．
3
小
5
5
2
i
　
1
6
．
8
小
6
6
5
i
　
2
L
O
中
1
1
1
4
i
　
3
6
．
8
中
2
1
6
g
i
　
5
4
．
5
中
3
1
9
1
i
　
6
L
6
鳥
取
大
学
教
育
学
部
教
育
実
践
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
　
第
8
号
　
1
9
9
8
年
7
月
2
5
　
（
4
）
不
登
校
の
期
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
1
－
4
【
あ
な
た
が
（
け
が
や
病
気
で
入
院
し
た
場
合
な
ど
は
除
い
て
）
学
　
校
や
教
室
に
行
け
な
か
っ
た
又
は
行
け
な
か
っ
た
期
聞
は
，
そ
れ
　
ぞ
れ
の
時
期
で
合
計
ど
の
く
ら
い
で
す
か
？
】
　
小
学
1
年
生
か
ら
中
学
3
年
生
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
っ
い
て
，
不
登
校
で
あ
っ
た
期
間
の
合
計
に
っ
い
て
4
つ
の
選
択
肢
を
設
け
て
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
，
小
学
生
の
頃
の
不
登
校
期
間
に
っ
い
て
は
「
1
～
2
9
日
」
と
答
え
た
人
が
多
く
，
小
学
1
年
生
で
2
6
人
（
3
1
．
7
％
）
，
1
1
・
学
2
年
生
で
2
3
人
（
2
7
．
7
％
）
，
小
学
3
年
生
で
2
4
人
（
2
8
、
6
％
）
，
小
学
校
4
年
生
で
2
3
人
（
2
4
．
5
）
，
小
学
5
年
生
で
2
5
人
（
2
4
．
O
％
）
，
小
学
6
年
生
で
2
7
人
（
2
3
．
9
％
）
で
あ
っ
た
。
　
ま
た
，
同
様
に
，
中
学
生
の
頃
の
不
登
校
期
間
に
つ
い
て
は
「
6
0
日
以
上
」
と
答
え
た
人
が
多
く
，
中
学
1
年
生
で
4
8
人
（
2
8
．
9
％
）
，
中
学
2
年
生
で
7
7
人
（
3
6
．
3
％
）
，
中
学
3
年
生
で
1
0
5
人
（
4
3
．
4
％
）
で
あ
っ
た
俵
1
－
4
）
。
　
｛
5
）
学
校
に
行
か
な
か
っ
た
理
由
【
あ
な
た
が
学
校
や
教
室
に
行
か
な
か
っ
た
又
は
行
け
な
か
っ
た
の
は
，
　
ど
う
し
て
で
す
か
？
（
複
数
回
答
）
】
　
1
3
の
選
択
肢
を
設
け
て
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
，
ど
れ
か
1
っ
で
も
○
を
っ
け
た
人
は
3
4
1
人
で
あ
っ
た
。
回
答
数
の
多
い
順
に
掲
げ
る
と
（
「
そ
の
他
」
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
，
「
学
校
の
雰
囲
気
が
合
わ
な
か
っ
た
か
ら
」
が
1
1
8
人
（
3
4
．
6
％
）
，
「
勉
強
が
面
白
く
な
か
っ
た
か
ら
」
が
9
0
人
（
2
6
．
4
％
）
，
「
友
達
と
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
か
ら
」
が
7
5
人
（
2
2
．
0
％
）
，
「
自
分
に
問
題
が
あ
っ
た
か
ら
」
7
5
人
（
2
2
．
0
％
）
，
「
い
じ
め
に
あ
っ
た
か
ら
」
が
6
8
人
（
1
9
．
9
％
）
な
ど
で
あ
っ
た
（
表
1
－
5
）
。
　
（
6
）
親
に
ど
う
さ
れ
た
か
ζ
あ
な
た
が
学
校
や
教
室
に
行
か
な
か
っ
た
又
は
行
け
な
か
っ
た
と
き
，
　
親
か
ら
ど
う
さ
れ
ま
し
た
か
？
（
複
数
回
答
）
】
　
9
つ
の
選
択
肢
を
設
け
て
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
，
ど
れ
か
1
っ
で
も
○
を
っ
け
た
人
は
3
4
1
人
で
あ
っ
た
。
回
答
数
の
多
い
順
に
掲
げ
る
と
，
「
学
校
に
行
く
よ
う
説
得
さ
れ
た
」
が
1
6
2
人
（
5
2
．
4
％
）
，
「
学
校
に
行
か
な
い
こ
と
を
認
め
て
く
れ
た
」
が
8
8
人
（
2
8
．
5
％
）
，
「
児
童
相
談
所
に
連
れ
て
行
か
れ
た
」
が
5
5
人
（
1
7
．
8
％
）
，
「
学
校
に
連
れ
て
行
か
れ
た
」
が
4
4
人
（
1
4
．
2
％
）
で
あ
っ
た
（
表
1
－
6
）
。
　
〈
7
）
親
に
ど
う
し
て
ほ
し
か
っ
た
か
【
あ
な
た
が
学
校
や
教
室
に
行
か
な
か
っ
た
又
は
行
け
な
か
っ
た
と
き
，
　
親
に
ど
う
し
て
ほ
し
か
っ
た
の
で
す
か
？
（
複
数
回
答
）
】
　
7
つ
の
選
択
肢
を
設
け
て
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
，
ど
れ
か
1
っ
で
も
○
を
つ
け
た
人
は
2
9
0
入
で
あ
っ
た
。
回
答
数
の
多
い
順
に
掲
げ
る
と
，
「
何
も
言
わ
ず
見
守
っ
て
欲
し
か
っ
た
」
が
1
3
8
人
（
4
7
．
6
％
）
，
「
自
分
の
気
持
ち
を
聞
い
て
欲
し
か
っ
た
」
が
6
9
人
（
2
3
．
8
％
）
な
ど
で
あ
っ
た
（
表
1
－
7
）
。
　
〈
8
）
教
師
か
ら
ど
う
さ
れ
た
か
【
あ
な
た
が
学
校
や
教
室
に
行
か
な
か
っ
た
又
は
行
け
な
か
っ
た
と
き
，
　
先
生
か
ら
ど
う
さ
れ
ま
し
た
か
？
（
複
数
回
答
）
】
　
1
0
の
選
択
肢
を
設
け
て
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
，
ど
れ
か
1
っ
で
も
○
を
つ
け
た
人
は
3
1
0
人
で
あ
っ
た
。
回
答
数
の
多
い
順
に
掲
げ
る
と
，
「
家
庭
訪
問
を
う
け
た
」
が
1
9
1
人
（
6
1
、
6
％
）
，
「
進
級
・
卒
業
に
不
利
と
言
わ
れ
た
」
が
6
4
人
（
2
0
、
6
％
）
，
「
何
も
し
て
く
れ
な
い
」
が
4
8
人
（
1
5
．
5
％
）
，
F
学
校
に
連
れ
て
行
か
れ
た
」
4
6
人
（
1
4
．
8
％
）
，
「
学
校
に
来
な
い
こ
と
を
認
め
て
く
れ
た
」
が
4
4
人
（
1
4
．
2
％
）
な
ど
で
あ
っ
た
（
表
1
－
8
）
。
不
登
校
の
期
間
人
（
％
）
1
～
2
9
日
間3
0
～
5
9
日
間 6
0
日
以
上
わ
か
ら
な
い
計
小
学
1
年
生
2
6
（
3
L
7
）
3
（
3
．
7
）
2
（
2
、
4
）
5
1
（
6
2
．
2
）8
2
（
1
0
0
）
小
学
2
年
生
2
3
（
2
7
．
7
）
2
（
2
．
4
）
3
（
3
．
6
）
5
5
〈
6
6
．
3
）8
3
（
1
0
0
）
小
学
3
年
生
2
4
（
2
8
．
6
）
4
（
4
．
8
）
4
（
4
．
8
）
5
2
（
6
L
9
） 8
4
（
1
0
0
）
小
学
4
年
生
2
3
（
2
4
．
5
）
9
（
9
．
6
）
6
（
6
．
4
）
5
6
（
5
9
．
6
）9
4
（
1
0
0
）
小
学
5
年
生
2
5
（
2
4
、
0
）
8
（
7
．
7
）
1
5
（
1
4
．
4
）
5
6
（
5
3
．
8
）1
0
4
（
1
0
0
）
小
学
6
年
生
2
7
（
2
3
．
9
）
1
2
（
1
0
．
6
） 1
7
（
1
5
．
0
）
5
7
（
5
0
．
4
）1
1
3
（
1
0
0
）
中
学
1
年
生
3
9
（
2
3
．
5
）
1
1
（
6
．
6
） 4
8
（
2
8
．
9
）
6
8
（
4
1
．
0
） 1
6
6
（
1
0
0
）
中
学
2
年
生
4
1
（
1
9
．
3
）
2
3
（
1
0
．
8
） 7
7
（
3
6
．
3
）
7
1
（
3
3
．
5
）21
2
（
1
0
0
）
中
学
3
年
生
4
2
（
1
7
．
3
）
2
0
（
8
．
3
） 1
0
5
（
4
3
．
4
）7
5
（
3
L
O
） 24
2
（
1
0
0
）
表
］
－
5
　
学
校
に
行
か
な
か
っ
た
理
由
（
N
＝
3
4
1
）
人
数
｛
　
％
学
校
の
雰
囲
気
が
合
わ
な
か
っ
た
1
1
8
　
　
3
4
．
6
勉
強
が
面
白
く
な
か
っ
た
9
0
1
　
2
6
．
4
友
達
と
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
7
5
、
　
　
2
2
．
0
自
分
に
問
題
が
あ
っ
た
？
5
　
　
2
2
．
0
い
じ
め
に
あ
っ
た
　
‘
U
8
　
　
1
9
．
9
生
活
指
導
が
嫌
だ
っ
た
3
7
i
　
1
0
．
9
先
生
が
不
公
平
だ
っ
た
3
7
1
　
　
1
0
．
9
校
則
が
自
分
に
合
わ
な
か
っ
た
3
2
i
　
9
．
4
家
庭
に
問
題
が
あ
っ
た
2
4
　
　
　
？
．
0
先
生
か
ら
体
罰
を
う
け
た
　
｝
P
2
　
　
　
3
．
5
先
生
が
他
の
人
に
体
罰
を
加
え
る
の
を
見
た
6
1
　
　
L
8
そ
の
他
6
8
i
　
1
9
、
9
わ
か
ら
な
い
5
6
　
　
1
6
．
4
表
1
－
6
　
親
に
ど
う
さ
れ
た
か
（
N
＝
3
但
〉
人
数
i
　
　
％
　
　
　
，
学
校
に
行
く
よ
う
説
得
さ
れ
た
1
6
2
i
　
5
2
．
4
学
校
に
行
か
な
い
こ
と
を
認
め
て
く
れ
た
8
8
i
　
2
8
．
5
児
童
相
談
所
に
連
れ
て
行
か
れ
た
5
5
i
　
1
7
．
8
学
校
に
連
れ
て
行
か
れ
た
4
4
i
　
1
4
．
2
医
者
に
連
れ
て
行
か
れ
た
3
6
i
　
I
L
7
ひ
ど
い
言
葉
で
の
の
し
ら
れ
た
3
3
i
　
1
0
．
7
暴
力
を
受
け
た
2
3
i
　
7
．
4
何
も
し
て
く
れ
な
か
っ
た
2
1
i
　
　
6
．
8
そ
の
他
5
7
i
　
1
8
，
4
表
1
－
7
親
に
ど
う
し
て
ほ
し
か
っ
た
か
（
N
＝
2
9
0
）
人
数
％
何
も
言
わ
ず
見
守
っ
て
欲
し
か
っ
た
1
3
8
4
7
．
6
自
分
の
気
持
ち
を
聞
い
て
欲
し
か
っ
た
6
9
2
3
．
8
転
校
さ
せ
て
欲
し
か
っ
た
2
3
7
．
9
学
校
と
交
渉
し
て
欲
し
か
っ
た
1
3
4
．
5
行
く
よ
う
励
ま
し
て
欲
し
か
っ
た
1
0
3
．
4
も
っ
と
早
く
病
院
へ
連
れ
て
い
っ
て
欲
し
か
っ
た
9
3
．
1
そ
の
他
8
6
2
9
．
7
表
1
－
8
．
教
師
か
ら
ど
う
さ
れ
た
か
（
N
；
3
1
0
）
人
数
　
　
　
％
家
庭
訪
問
を
う
け
た
1
9
1
　
　
6
1
．
6
進
級
・
卒
業
に
不
利
と
言
わ
れ
た
6
4
2
0
．
6
何
も
し
て
く
れ
な
い
4
8
1
5
．
5
学
校
に
連
れ
て
行
か
れ
た
4
6
1
4
．
8
学
校
に
来
な
い
こ
と
を
認
め
て
く
れ
た
4
4
1
4
．
2
学
校
以
外
の
施
設
を
勧
め
ら
れ
た
3
6
1
L
6
内
申
書
に
不
利
と
言
わ
れ
た
3
3
1
0
．
6
養
護
学
校
を
勧
め
ら
れ
た
9
2
9
転
校
を
勧
め
た
れ
た
4
　
　
L
3
そ
の
他
6
3
　
　
2
0
．
3
］
iラ：
2
6
田
丸
敏
高
・
山
根
俊
喜
・
井
戸
垣
直
美
　
義
務
教
育
期
に
お
け
る
不
登
校
体
験
に
関
す
る
研
究
　
（
9
）
教
師
に
ど
う
し
て
ほ
し
か
っ
た
か
【
あ
な
た
が
学
校
や
教
室
に
行
か
な
か
っ
た
又
は
行
け
な
か
っ
た
と
き
，
　
先
生
に
ど
う
し
て
ほ
し
か
っ
た
の
で
す
か
？
（
複
数
回
答
）
】
　
1
0
の
選
択
肢
を
設
け
て
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
，
ど
れ
か
1
っ
で
も
○
を
っ
け
た
人
は
2
8
0
人
で
あ
っ
た
。
回
答
数
の
多
い
順
に
掲
げ
る
と
，
「
何
も
言
わ
ず
見
守
っ
て
欲
し
か
っ
た
」
が
1
0
5
人
（
3
7
．
5
％
）
，
「
自
分
の
気
持
ち
を
聞
い
て
欲
し
か
っ
た
」
が
6
6
人
（
2
3
．
6
％
）
，
「
勉
強
の
援
助
を
し
て
欲
し
か
っ
た
」
が
3
3
人
（
1
1
．
8
％
）
な
ど
で
あ
っ
た
（
表
1
－
9
）
。
表
1
－
9
　
教
師
に
ど
う
し
て
ほ
し
か
っ
た
か
（
N
＝
2
8
0
）
人
数
i
　
％
何
も
言
わ
ず
見
守
っ
て
欲
し
か
っ
た
1
0
5
i
　
3
7
．
5
自
分
の
気
持
ち
を
聞
い
て
欲
し
か
っ
た
6
6
i
　
2
3
．
6
勉
強
の
援
助
を
し
て
欲
し
か
っ
た
3
3
i
　
I
L
8
学
校
に
行
く
よ
う
励
ま
し
て
欲
し
か
っ
た
1
4
i
　
5
．
0
学
校
以
外
の
施
設
を
紹
介
し
て
欲
し
か
っ
た
1
2
i
　
4
．
3
親
を
説
得
し
て
欲
し
か
っ
た
1
0
i
　
3
．
6
テ
ス
ト
だ
け
は
受
け
さ
せ
て
欲
し
か
っ
た
1
0
i
　
3
．
6
転
校
さ
せ
て
欲
し
か
っ
た
6
i
　
2
口
家
庭
訪
問
を
し
て
欲
し
か
っ
た
5
i
　
1
．
8
そ
の
他
8
1
i
　
2
8
．
9
　
6
り
　
不
利
に
な
っ
た
こ
と
【
あ
な
た
が
学
校
や
教
室
に
行
か
な
か
っ
た
又
は
行
け
な
か
っ
た
こ
と
が
　
原
因
で
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
か
？
（
複
数
回
答
）
】
　
9
つ
の
選
択
肢
を
設
け
て
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
，
ど
れ
か
1
っ
で
も
○
を
つ
け
た
人
は
2
2
3
人
で
あ
っ
た
。
回
答
数
の
多
い
順
に
掲
げ
る
と
，
「
通
知
簿
に
成
績
が
っ
か
な
か
っ
た
」
が
7
6
人
（
3
4
．
1
％
）
，
「
通
知
簿
に
最
低
の
成
績
が
っ
い
た
」
が
6
0
人
（
2
6
．
9
％
）
，
「
希
望
校
が
受
験
で
き
な
か
っ
た
」
が
3
8
人
（
1
？
．
0
％
）
な
ど
で
あ
っ
た
（
表
1
～
1
0
）
。
表
］
一
］
G
　
不
利
に
な
っ
た
こ
と
（
N
＝
2
2
3
）
人
数
i
　
％
通
知
簿
に
成
績
が
っ
か
な
か
っ
た
7
6
i
　
3
4
．
1
通
知
簿
に
最
低
の
成
績
が
っ
い
た
6
0
i
　
2
6
9
希
望
校
が
受
験
で
き
な
か
っ
た
3
8
i
　
1
7
．
0
卒
業
式
に
出
席
で
き
な
い
2
1
i
　
9
．
4
精
神
的
な
病
名
を
っ
け
ら
れ
た
1
8
i
　
8
．
1
入
試
で
合
格
点
が
と
れ
た
と
思
っ
た
が
不
合
格
と
な
ﾁ
た
1
6
i
　
7
．
2
休
日
に
補
習
を
受
け
さ
せ
ら
れ
た
1
5
i
　
6
．
7
修
学
旅
行
の
案
内
が
な
か
っ
た
4
i
　
L
8
そ
の
他
7
g
i
　
3
5
．
4
　
（
鋤
通
っ
た
と
こ
ろ
【
あ
な
た
が
学
校
や
教
室
に
行
か
な
か
っ
た
又
は
行
け
な
か
っ
た
と
き
，
　
ど
こ
か
通
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
か
？
（
複
数
回
答
）
】
　
9
っ
の
選
択
肢
を
設
け
て
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
，
ど
れ
か
1
っ
で
も
○
を
っ
け
た
人
は
3
0
3
人
で
あ
っ
た
。
回
答
数
の
多
い
順
に
掲
げ
る
と
，
「
児
童
相
談
所
」
が
5
1
人
（
1
6
．
8
％
）
，
「
学
校
の
保
健
室
」
が
4
3
人
（
1
4
2
％
）
，
「
適
応
指
導
教
室
」
が
2
3
人
（
7
．
6
％
）
な
ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
，
「
ど
こ
に
も
通
わ
な
か
っ
た
」
が
1
4
0
人
（
4
6
．
2
％
）
で
あ
っ
た
（
表
1
－
1
1
）
。
　
〈
1
2
学
校
や
社
会
へ
の
要
望
【
あ
な
た
は
，
学
校
や
教
室
に
行
か
な
い
又
は
行
け
な
い
子
ど
も
達
の
た
　
め
に
，
学
校
や
社
会
に
何
を
し
て
欲
し
い
と
考
え
ま
す
か
？
（
複
数
回
　
答
）
】
　
1
4
の
選
択
肢
を
設
け
て
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
，
ど
れ
か
1
っ
で
も
○
を
っ
け
た
人
は
3
5
0
入
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
訳
は
，
「
学
校
に
行
か
な
い
こ
と
も
認
め
る
制
度
に
し
て
欲
し
い
」
1
4
2
人
（
4
0
．
6
％
）
，
「
中
学
校
に
行
か
な
く
て
も
認
定
試
験
を
受
け
て
，
そ
の
合
格
者
に
高
校
の
受
験
資
格
を
与
え
る
制
度
を
作
っ
て
欲
し
い
」
1
2
0
人
（
3
4
．
2
％
）
，
「
中
学
校
で
の
出
席
日
数
を
問
題
に
し
な
い
で
入
学
で
き
る
高
校
の
情
報
を
提
供
し
て
欲
し
い
」
H
2
人
（
3
2
．
0
％
）
，
「
学
校
以
外
の
学
び
の
場
を
充
実
さ
せ
て
欲
し
い
」
1
0
2
入
（
2
9
．
1
％
）
，
「
高
校
の
入
試
制
度
を
改
善
し
て
欲
し
い
」
9
4
人
（
2
6
．
9
％
）
，
「
学
校
以
外
で
の
学
習
，
あ
る
い
は
学
校
以
外
の
施
設
へ
の
通
所
を
学
校
の
出
席
日
数
に
い
れ
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
」
8
9
人
（
2
5
．
4
％
）
，
「
大
検
（
高
卒
資
格
の
な
い
人
が
大
学
受
験
の
資
格
を
得
ら
れ
る
制
度
）
の
情
報
を
学
校
が
提
供
し
て
欲
し
い
」
8
8
人
（
2
5
、
1
％
）
，
「
学
校
の
授
業
や
先
生
を
選
択
で
き
る
制
度
に
し
て
欲
し
い
」
8
7
人
（
2
4
．
9
％
）
，
卜
学
校
で
自
分
の
学
力
に
応
じ
た
授
業
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
」
8
7
人
（
2
4
．
9
％
）
，
ト
い
じ
め
を
解
決
す
る
た
め
の
相
談
機
関
を
作
っ
て
欲
し
い
」
7
6
人
（
2
L
7
％
）
，
「
学
校
以
外
の
学
び
の
場
に
っ
い
て
の
情
報
を
教
え
て
欲
し
い
」
5
9
人
（
1
6
．
9
％
）
，
卜
訪
問
教
育
を
実
施
し
て
欲
し
い
」
4
0
人
（
1
L
4
％
）
，
「
体
罰
を
な
く
す
た
め
の
特
別
な
機
関
を
っ
く
っ
て
欲
し
い
」
4
0
人
（
1
1
．
4
％
）
で
あ
っ
た
（
表
1
－
1
2
）
。
表
1
－
1
1
通
っ
た
と
こ
ろ
（
N
＝
3
0
3
＞
人
数
i
％
児
童
相
談
所
5
1
i
　
1
6
．
8
学
校
の
保
健
室
4
3
i
　
1
4
．
2
適
応
指
導
教
室
2
3
i
　
7
．
6
学
校
に
行
か
な
い
子
ど
も
の
集
ま
る
民
間
の
場
所
2
0
i
　
6
．
6
学
習
塾
・
予
備
校
1
8
i
　
5
．
9
精
神
保
健
セ
ン
タ
ー
1
1
i
　
3
．
6
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
3
i
　
L
O
そ
の
他
5
8
i
　
1
9
．
1
ど
こ
に
も
通
わ
な
か
っ
た
1
4
0
i
　
4
6
．
2
表
1
－
1
2
　
学
校
や
社
会
へ
の
要
望
（
N
＝
3
5
0
）
人
数
i
　
％
学
校
に
行
か
な
い
こ
と
も
認
め
る
制
度
に
し
て
欲
し
い
1
4
2
i
　
4
0
．
6
中
学
に
行
か
な
く
て
も
認
定
試
験
制
度
で
合
格
す
れ
ﾎ
高
校
受
験
資
格
を
与
え
る
制
度
を
っ
く
っ
て
欲
し
い
1
2
0
i
　
3
4
．
2
中
学
で
の
出
席
日
数
を
問
題
に
せ
ず
入
学
で
き
る
高
Z
の
情
報
を
提
供
し
て
欲
し
い
1
1
2
i
　
3
2
．
0
学
校
以
外
の
学
び
の
場
を
充
実
さ
せ
て
欲
し
い
1
0
2
i
　
2
9
ユ
高
校
の
入
試
制
度
を
改
善
し
て
欲
し
い
9
4
i
　
2
6
．
9
学
校
外
で
の
学
習
や
施
設
へ
の
通
所
も
学
校
の
出
席
ﾚ
数
に
数
え
て
欲
し
い
8
g
i
　
2
5
．
4
大
検
の
情
報
を
学
校
が
提
供
し
て
欲
し
い
8
8
i
　
2
5
．
1
学
校
の
授
業
や
先
生
を
選
択
で
き
る
制
度
に
し
て
欲
ｵ
い
8
7
i
　
2
4
9
学
校
で
自
分
の
学
力
に
応
じ
た
授
業
を
受
け
ら
れ
る
よ
､
に
し
て
欲
し
い
8
7
i
　
2
4
⑨
い
じ
め
相
談
機
関
を
つ
く
っ
て
欲
し
い
7
6
i
　
2
L
7
学
校
以
外
の
学
び
の
場
に
つ
い
て
の
情
報
を
提
供
し
ﾄ
欲
し
い
5
g
i
　
1
6
・
9
訪
問
教
育
を
実
施
し
て
欲
し
い
4
0
i
　
1
1
．
4
体
罰
を
な
く
す
た
め
の
機
関
を
つ
く
っ
て
欲
し
い
4
0
i
l
l
．
4
そ
の
他
3
7
i
l
o
ゐ
鳥
取
大
学
教
育
学
部
教
育
実
践
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
　
第
8
号
　
1
9
9
8
年
7
月
2
7
2
．
不
登
校
に
つ
い
て
の
意
識
に
お
け
る
男
女
の
違
い
　
（
1
）
学
校
に
行
き
た
く
な
い
と
き
ど
う
し
た
か
【
学
校
に
行
き
た
く
な
い
と
思
っ
た
と
き
，
ど
う
し
ま
し
た
か
？
（
複
数
　
回
答
）
】
　
男
子
で
は
，
学
校
に
行
か
な
か
っ
た
」
が
1
1
7
人
（
5
9
．
0
％
）
，
「
学
校
に
行
き
教
室
で
授
業
を
受
け
た
」
が
6
2
人
（
3
L
3
％
）
，
「
学
校
に
行
っ
た
が
保
健
室
等
に
い
た
」
が
2
7
人
（
1
3
．
6
％
）
，
「
そ
の
他
」
が
2
2
人
（
1
1
．
1
％
）
で
あ
っ
た
。
　
ま
た
，
女
子
で
は
，
卜
学
校
に
行
か
な
か
っ
た
」
が
9
7
人
（
5
4
．
2
％
）
，
「
学
校
に
行
き
教
室
で
授
業
を
受
け
た
」
が
6
1
人
（
3
4
．
1
％
）
，
卜
学
校
に
行
っ
た
が
保
健
室
等
に
い
た
」
が
4
6
人
（
2
5
．
7
％
）
，
「
そ
の
他
」
が
2
2
人
（
1
2
．
3
％
）
で
あ
っ
た
。
（
表
2
－
1
）
　
②
　
学
校
に
行
か
な
か
っ
た
理
由
【
あ
な
た
が
学
校
や
教
室
に
行
か
な
か
っ
た
又
は
行
け
な
か
っ
た
の
は
，
　
ど
う
し
て
で
す
か
？
（
複
数
回
答
）
】
　
回
答
数
の
多
い
順
に
掲
げ
る
と
，
男
子
で
は
，
「
勉
強
が
面
白
く
な
か
っ
た
」
が
5
6
人
（
3
0
，
8
％
）
，
卜
学
校
の
雰
囲
気
が
合
わ
な
か
っ
た
」
人
が
5
0
人
（
2
7
．
5
％
）
，
「
自
分
に
問
題
が
あ
っ
た
」
が
3
6
人
（
1
9
．
8
％
）
，
「
い
じ
め
に
あ
っ
た
」
が
2
5
人
（
1
3
．
4
％
）
な
ど
，
女
子
で
は
，
「
学
校
の
雰
囲
気
が
合
わ
な
か
っ
た
」
が
6
7
人
（
4
2
．
9
％
）
，
「
友
達
と
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
」
が
5
2
人
（
3
3
．
3
％
）
，
「
い
じ
め
に
あ
っ
た
」
が
4
3
人
（
2
7
．
6
％
）
，
「
自
分
に
問
題
が
あ
っ
た
」
が
3
8
人
（
2
4
．
4
％
）
な
ど
で
あ
っ
た
。
（
表
2
－
2
）
　
（
3
）
親
に
ど
う
し
て
ほ
し
か
っ
た
か
【
あ
な
た
が
学
校
や
教
室
に
行
か
な
か
っ
た
又
は
行
け
な
か
っ
た
と
き
，
　
親
に
ど
う
し
て
ほ
し
か
っ
た
の
で
す
か
？
（
複
数
回
答
）
】
　
回
答
数
の
多
い
順
に
掲
げ
る
と
，
男
子
で
は
，
「
何
も
言
わ
ず
に
見
守
っ
て
欲
し
か
っ
た
」
が
7
4
人
（
4
8
．
7
％
）
，
「
自
分
の
気
持
ち
を
聞
い
て
欲
し
か
っ
た
」
が
2
9
人
（
1
9
．
1
％
）
な
ど
，
女
子
で
は
，
「
何
も
言
わ
ず
に
見
守
っ
て
欲
し
か
っ
た
」
が
6
3
人
（
4
6
．
3
％
）
，
「
窟
分
の
気
持
ち
を
聞
い
て
欲
し
か
っ
た
」
が
3
9
人
（
2
8
．
7
％
）
な
ど
で
あ
っ
た
。
（
表
2
－
3
）
　
（
4
）
教
師
に
ど
う
し
て
ほ
し
か
っ
た
か
【
あ
な
た
が
学
校
や
教
室
に
行
か
な
か
っ
た
又
は
行
け
な
か
っ
た
と
き
，
　
先
生
に
ど
う
し
て
ほ
し
か
っ
た
の
で
す
か
？
（
複
数
回
答
）
】
　
回
答
数
の
多
い
順
に
掲
げ
る
と
，
男
子
で
は
，
「
何
も
言
わ
ず
に
見
守
っ
て
欲
し
か
っ
た
」
が
5
7
人
（
3
8
．
5
％
）
，
治
分
の
気
持
ち
を
聞
い
て
欲
し
か
っ
た
」
が
2
6
人
（
1
7
．
6
％
）
な
ど
，
女
子
で
は
，
「
何
も
言
わ
ず
に
見
守
っ
て
欲
し
か
っ
た
」
が
勾
人
（
3
6
．
9
％
）
，
「
自
分
の
気
持
ち
を
聞
い
て
欲
し
か
っ
た
」
が
4
0
人
（
3
0
．
8
％
）
，
「
勉
強
の
援
助
を
し
て
欲
し
か
っ
た
」
が
2
1
人
（
1
6
．
2
％
）
な
ど
で
あ
っ
た
。
（
表
2
－
4
）
表
2
－
1
　
学
校
に
行
き
た
く
な
い
と
き
ど
う
し
た
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
（
％
）
男
（
N
・
1
9
8
）
女
（
桐
7
9
）
学
校
に
行
か
な
か
っ
た
1
1
7
（
5
9
．
0
）
9
7
（
5
4
．
2
）
学
校
に
行
き
教
室
で
授
業
を
受
け
た
6
2
（
3
1
．
3
）
6
1
（
3
4
．
1
）
学
校
に
行
っ
た
が
保
健
室
等
に
い
た
2
7
（
1
3
．
6
＞
4
6
（
2
5
．
7
）
そ
の
他
2
2
（
l
l
．
1
）
2
2
（
1
2
3
）
表
2
－
2
　
学
校
に
行
か
な
か
っ
た
理
由
人
（
％
）
男
（
N
・
1
8
1
）女
（
N
・
1
5
6
）
学
校
の
雰
囲
気
が
合
わ
な
か
っ
た
5
0
（
2
7
．
5
）
6
7
（
4
2
．
9
）
勉
強
が
面
白
く
な
か
っ
た
5
6
（
3
0
．
8
）
3
3
（
2
1
．
2
）
友
達
と
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
2
1
（
圭
L
5
＞
5
2
（
3
3
3
）
自
分
に
問
題
が
あ
っ
た
3
6
（
1
9
．
8
）
3
8
（
2
4
．
4
）
い
じ
め
に
あ
っ
た
2
5
（
1
3
．
4
）
4
3
〈
2
7
．
6
）
学
校
の
生
活
指
導
が
嫌
だ
っ
た
2
2
（
▲
2
．
1
）
1
5
（
9
．
6
）
先
生
が
不
公
平
だ
っ
た
2
0
（
1
L
O
）
1
7
（
1
0
．
9
）
校
則
が
自
分
に
合
わ
な
か
っ
た
1
9
（
1
0
，
4
）
1
3
（
8
3
）
家
庭
に
問
題
が
あ
っ
た
8
（
4
．
4
）
1
6
（
1
0
3
）
先
生
か
ら
体
罰
を
受
け
た
5
（
2
．
7
）
7
（
4
．
5
）
先
生
が
他
の
人
に
体
罰
を
加
え
る
の
を
見
た
2
（
L
1
）
4
（
2
．
6
）
そ
の
他
4
6
（
2
5
．
3
）
2
1
（
1
3
．
5
）
わ
か
ら
な
い
3
2
（
1
7
．
6
）
2
4
（
1
5
．
4
）
表
2
－
3
　
親
に
ど
う
し
て
ほ
し
か
っ
た
か
人
（
％
）
男
（
隅
5
2
）
女
（
N
・
1
3
6
）
何
も
言
わ
ず
に
見
守
っ
て
欲
し
か
っ
た
7
4
（
4
8
．
7
）
6
3
（
4
6
．
3
）
自
分
の
気
持
ち
を
聞
い
て
欲
し
か
っ
た
2
9
（
］
9
．
1
）
3
9
（
2
8
．
7
）
転
校
さ
せ
て
欲
し
か
っ
た
6
（
3
．
9
）
1
7
（
1
2
．
5
）
学
校
と
交
渉
し
て
欲
し
か
っ
た
6
（
3
．
9
）
7
（
5
．
1
）
学
校
に
行
く
よ
う
励
ま
し
て
欲
し
か
っ
た
4
（
2
．
6
）
6
（
4
．
4
）
早
く
病
院
に
連
れ
て
い
っ
て
欲
し
か
っ
た
7
（
4
．
6
）
2
（
L
5
）
そ
の
他
4
7
（
3
0
．
9
）
3
9
（
2
8
．
7
）
3
、
不
登
校
に
な
っ
た
と
き
の
年
齢
に
よ
る
意
識
の
違
い
　
不
登
校
で
あ
っ
た
時
期
別
に
回
答
を
分
析
す
る
と
，
「
小
学
1
～
3
年
生
」
の
頃
に
不
登
校
で
あ
っ
た
と
回
答
し
た
人
が
5
1
人
（
男
子
2
2
人
，
女
子
2
9
人
）
，
「
小
学
4
～
6
年
生
」
の
頃
に
不
登
校
で
あ
っ
た
と
回
答
し
た
人
が
9
8
人
（
男
子
5
0
人
，
女
子
4
8
人
）
，
「
中
学
生
」
の
頃
に
不
登
校
で
あ
っ
た
と
回
答
し
た
人
が
2
6
7
人
（
男
子
1
3
9
人
，
女
子
1
2
8
人
）
で
あ
っ
た
。
表
C
　
不
登
校
の
時
期
人
小
学
1
－
3
年
生
小
学
＋
6
年
生
中
学
生
男
子
2
2
5
0
］
3
9
女
子
2
9
4
8
1
2
8
合
計
5
1
9
8
2
6
7
表
2
－
4
　
教
師
に
ど
う
し
て
ほ
し
か
っ
た
か
人
（
％
）
男
（
N
・
1
4
8
）女
（
州
3
0
）
何
も
言
わ
ず
に
見
守
っ
て
欲
し
か
っ
た
5
7
（
3
8
．
5
）
4
8
（
3
6
．
9
）
自
分
の
気
持
ち
を
聞
い
て
欲
し
か
っ
た
2
6
（
1
7
．
6
）
4
0
（
3
0
．
8
）
勉
強
の
援
助
を
し
て
欲
し
か
っ
た
1
1
（
7
．
4
）
2
1
（
1
6
．
2
）
学
校
に
行
く
よ
う
励
ま
し
て
欲
し
か
っ
た
6
（
4
．
1
）
8
（
6
．
2
）
学
校
以
外
の
施
設
を
紹
介
し
て
欲
し
か
っ
た
7
（
4
．
7
）
4
（
3
．
1
）
親
を
説
得
し
て
欲
し
か
っ
た
3
（
2
．
0
）
7
（
5
．
4
）
テ
ス
ト
だ
け
は
受
け
さ
せ
て
欲
し
か
っ
た
6
（
4
．
1
）
4
（
3
．
1
）
転
校
さ
せ
て
欲
し
か
っ
た
1
（
α
7
）
5
（
3
，
8
）
家
庭
訪
問
を
し
て
欲
し
か
っ
た
4
（
2
．
7
）
1
（
0
．
8
）
そ
の
他
4
9
（
3
3
」
）
3
1
（
2
3
．
8
）
］田
丸
敏
高
・
山
根
俊
喜
・
井
戸
垣
直
美
：
義
務
教
育
期
に
お
け
る
不
登
校
体
験
に
関
す
る
研
究
　
（
1
）
学
校
に
行
か
な
か
っ
た
理
由
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
3
－
1
　
学
校
に
行
か
な
か
っ
た
理
由
【
あ
な
た
が
学
校
や
教
室
に
行
か
な
か
っ
た
又
は
行
け
　
な
か
っ
た
の
は
，
ど
う
し
て
で
す
か
？
（
複
数
回
答
）
】
　
小
学
1
～
3
年
生
の
頃
に
不
登
校
で
あ
っ
た
5
1
人
の
う
ち
，
1
3
の
選
択
肢
の
中
で
1
っ
で
も
○
を
っ
け
た
人
の
内
訳
を
，
回
答
数
の
多
い
順
に
掲
げ
る
と
，
「
学
校
の
雰
囲
気
が
合
わ
な
っ
か
っ
た
か
ら
」
が
1
9
人
（
3
7
．
3
％
）
，
「
勉
強
が
面
白
く
な
か
っ
た
か
ら
」
が
1
6
人
（
3
L
4
％
）
，
「
い
じ
め
に
あ
っ
た
か
ら
」
が
1
5
人
（
2
9
．
4
％
）
な
ど
で
あ
っ
た
。
　
同
様
に
，
小
学
4
～
6
年
生
の
頃
に
不
登
校
で
あ
っ
た
9
8
人
の
内
訳
は
，
卜
学
校
の
雰
囲
気
が
合
わ
な
っ
か
っ
た
か
ら
」
が
4
0
人
（
4
0
、
8
％
）
，
「
勉
強
が
面
白
く
な
か
っ
た
か
ら
」
が
3
2
人
（
3
2
．
7
％
）
，
「
い
じ
め
に
あ
っ
た
か
ら
」
が
2
9
人
（
2
9
．
6
％
）
な
ど
で
あ
っ
た
。
　
ま
た
、
中
学
生
の
頃
に
不
登
校
で
あ
っ
た
2
6
7
人
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
3
－
2
　
親
に
ど
う
さ
れ
た
か
内
訳
は
，
「
学
校
の
雰
囲
気
が
合
わ
な
っ
か
っ
た
か
ら
」
が
1
0
1
人
（
3
7
．
8
％
）
，
「
勉
強
が
面
白
く
な
か
っ
た
か
ら
」
が
7
6
入
（
2
8
．
5
％
）
，
「
友
達
と
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
か
ら
」
が
6
7
人
（
2
5
．
1
％
〉
，
「
自
分
に
問
題
が
あ
っ
た
か
ら
」
が
6
6
人
（
2
4
．
7
％
〉
，
「
い
じ
め
に
あ
っ
た
か
ら
」
が
5
8
人
（
2
L
7
％
）
な
ど
で
あ
っ
た
。
（
表
3
－
1
）
　
（
2
）
親
に
ど
う
さ
れ
た
か
【
あ
な
た
が
学
校
や
教
室
に
行
か
な
か
っ
た
又
は
行
け
　
な
か
っ
た
と
き
，
親
か
ら
ど
う
さ
れ
ま
し
た
か
？
　
（
複
数
回
答
）
】
　
小
学
1
～
3
年
生
の
頃
に
不
登
校
で
あ
っ
た
5
1
人
の
　
　
表
3
－
3
　
親
に
ど
う
し
て
ほ
し
か
つ
た
か
う
ち
，
1
3
の
選
択
肢
の
中
で
1
っ
で
も
○
を
っ
け
た
人
の
内
訳
を
，
回
答
数
の
多
い
順
に
掲
げ
る
と
，
「
学
校
に
行
く
よ
う
説
得
さ
れ
た
」
が
2
0
人
（
3
9
．
2
％
）
，
「
学
校
に
行
か
な
い
こ
と
を
認
め
て
く
れ
た
」
が
1
8
人
（
3
5
．
3
％
）
，
「
学
校
に
連
れ
て
行
か
れ
た
」
が
1
4
人
（
2
7
．
5
％
）
な
ど
で
あ
っ
た
。
　
同
様
に
，
小
学
4
～
6
年
生
の
頃
に
不
登
校
で
あ
っ
た
9
8
人
の
内
訳
は
，
「
学
校
に
行
く
よ
う
説
得
さ
れ
た
」
が
5
1
人
（
5
2
．
0
％
）
，
卜
学
校
に
行
か
な
い
こ
と
を
認
め
て
く
れ
た
」
が
2
8
人
（
2
8
、
6
％
）
，
「
学
校
に
連
れ
て
行
か
れ
た
」
が
2
3
人
（
2
3
．
δ
％
）
，
「
児
童
相
談
所
に
連
れ
て
行
か
れ
た
」
が
2
0
人
（
2
0
．
4
％
）
な
ど
で
あ
っ
た
。
　
ま
た
，
中
学
生
の
頃
に
不
登
校
で
あ
っ
た
2
6
7
人
の
内
訳
は
，
「
学
校
に
行
く
よ
う
説
得
さ
れ
た
」
が
1
3
4
人
（
5
0
．
2
％
）
，
「
学
校
に
行
か
な
い
こ
と
を
認
め
て
く
れ
た
」
が
7
4
人
（
2
7
．
7
％
）
，
「
児
童
糠
淡
所
に
連
れ
て
行
か
れ
た
」
が
4
8
人
（
1
8
．
0
％
）
な
ど
で
あ
っ
た
。
（
表
3
－
2
）
　
（
3
）
親
に
ど
う
し
て
ほ
し
か
っ
た
か
【
あ
な
た
が
学
校
や
教
室
に
行
か
な
か
っ
た
又
は
行
け
な
か
っ
た
と
き
，
　
親
に
ど
う
し
て
ほ
し
か
っ
た
の
で
す
か
？
（
複
数
回
答
）
】
　
小
学
三
～
3
年
生
の
頃
に
不
登
校
で
あ
っ
た
5
1
人
の
う
ち
，
1
3
の
選
択
肢
の
中
で
1
っ
で
も
○
を
っ
け
た
人
の
内
訳
を
回
答
数
の
多
い
順
に
掲
げ
る
と
，
「
何
も
言
わ
ず
見
守
っ
て
欲
し
か
っ
た
」
が
2
2
人
（
4
3
ぼ
％
）
，
「
自
分
の
気
持
ち
を
聞
い
て
欲
し
か
っ
た
」
が
9
人
（
1
7
．
6
％
）
，
「
転
校
さ
せ
て
欲
し
か
っ
た
」
が
7
人
（
1
3
．
7
％
）
な
ど
で
あ
っ
た
。
　
同
様
に
，
小
学
4
～
6
年
生
の
頃
に
不
登
校
で
あ
っ
た
9
8
人
の
内
訳
は
，
「
何
も
言
わ
ず
見
守
っ
て
欲
し
か
っ
た
」
が
3
9
人
（
3
9
、
8
％
）
，
「
自
分
の
気
持
ち
を
聞
い
て
欲
し
か
っ
た
」
が
2
5
人
（
2
5
、
5
％
）
な
ど
で
あ
っ
た
。
人
（
％
）
小
学
1
－
3
年
生
@
　
（
N
＝
5
1
） 小学
4
－
6
年
生
@
　
（
N
＝
9
8
）
中
学
生
i
N
＝
2
6
7
）
学
校
の
雰
囲
気
が
合
わ
な
っ
か
っ
た
か
ら
1
9
（
3
7
．
3
）
4
0
（
4
0
．
8
）
1
G
1
（
3
7
．
8
）
勉
強
が
面
白
く
な
か
っ
た
か
ら
1
6
（
3
L
4
）
3
2
（
3
2
．
7
）
7
6
（
2
8
．
5
）
友
達
と
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
か
ら
1
0
G
9
．
6
）
2
6
（
2
6
．
5
）
6
7
（
2
5
、
1
＞
自
分
に
問
題
が
あ
っ
た
か
ら
1
0
（
1
9
．
6
）
2
7
（
2
7
．
6
）
6
6
（
2
4
．
7
）
い
じ
め
に
あ
っ
た
か
ら
1
5
（
2
9
．
4
）
2
9
（
2
9
、
6
）
5
8
（
2
L
7
）
学
校
の
生
活
指
導
が
嫌
だ
っ
た
か
ら
7
（
1
3
．
7
）
1
3
（
1
3
．
3
）
3
3
（
1
2
．
4
）
先
生
が
不
公
平
だ
っ
た
か
ら
1
0
（
1
9
．
6
）
1
6
（
1
6
．
3
）
3
3
（
1
2
、
4
）
校
則
が
合
わ
な
か
っ
た
か
ら
7
（
1
3
．
7
）
1
0
（
1
0
．
2
）
1
8
（
6
、
7
）
家
庭
に
問
題
が
あ
っ
た
か
ら
7
（
1
3
．
7
）
9
（
9
．
2
）
1
8
（
6
、
7
）
先
生
か
ら
体
罰
を
受
け
た
か
ら
5
（
9
．
8
）
5
（
5
．
1
）
1
0
（
3
．
7
）
先
生
が
他
の
人
に
体
罰
を
与
え
る
姿
を
見
た
1
（
2
．
0
）
1
（
1
，
0
）
6
（
2
、
2
）
そ
の
他
1
0
（
1
9
、
6
）
1
7
（
1
7
．
3
）
5
5
（
2
0
．
6
）
わ
か
ら
な
い
9
（
1
7
．
6
）
1
3
（
1
3
3
）
4
0
（
1
5
．
0
）
人
（
％
）
小
学
1
－
3
年
生
@
　
（
N
＝
5
1
） 小学
＋
6
年
生
@
　
（
N
＝
9
8
）
中
学
生
i
N
＝
2
6
7
）
学
校
に
行
く
よ
う
説
得
さ
れ
た
2
0
（
3
9
．
2
）
5
1
（
5
2
．
0
）
1
3
4
（
5
0
．
2
）
挙
校
に
行
か
な
い
こ
と
を
認
め
て
く
れ
た
1
8
（
3
5
．
3
）
2
8
（
2
8
．
6
）
7
4
（
2
7
．
7
）
児
童
相
談
所
に
連
れ
て
行
か
れ
た
7
（
1
3
．
7
）
2
0
（
2
0
．
4
）
4
8
（
1
8
、
0
）
医
者
に
連
れ
て
行
か
れ
た
7
（
1
3
．
7
）
7
（
7
、
1
）
3
4
（
1
2
、
7
）
学
校
に
連
れ
て
行
か
れ
た
1
4
（
2
7
．
5
）
2
3
（
2
3
．
5
）
3
4
（
1
2
．
7
）
ひ
ど
い
言
葉
で
の
の
し
ら
れ
た
6
（
1
L
8
）
1
2
（
1
2
．
2
）
3
1
（
1
L
6
）
暴
力
を
受
け
た
3
（
5
．
9
）
1
1
（
1
1
．
2
）
2
1
（
7
．
9
）
何
も
し
て
く
れ
な
い
か
っ
た
4
（
7
．
8
）
7
（
7
．
1
）
1
7
（
6
．
4
）
そ
の
他
7
（
1
3
．
7
）
1
8
（
1
8
．
4
）
4
4
（
1
6
．
5
）
人
（
％
）
小
学
1
－
3
年
生
@
　
（
忙
5
1
） 小
学
4
雨
年
生
@
　
（
N
＝
9
8
）
中
学
生
i
N
＝
2
6
7
）
何
も
言
わ
ず
見
守
っ
て
欲
し
か
っ
た
2
2
（
4
3
．
1
）
3
9
（
3
9
．
8
）
1
1
4
（
4
2
．
7
）
自
分
の
気
持
ち
を
聞
い
て
欲
し
か
っ
た
9
（
1
7
．
6
）
2
5
（
2
5
．
5
）
5
4
（
2
0
．
2
）
転
校
さ
せ
て
欲
し
か
っ
た
7
（
1
3
．
7
）
9
（
9
．
2
）
1
9
（
7
．
1
）
学
校
と
交
渉
し
て
欲
し
か
っ
た
1
（
2
．
0
）
2
（
2
．
0
）
1
0
（
3
．
7
）
学
校
に
行
く
よ
う
励
ま
し
て
欲
し
か
っ
た
3
（
5
．
9
）
4
（
4
．
D
8
（
3
．
0
）
早
く
病
院
へ
連
れ
て
い
っ
て
欲
し
か
っ
た
4
（
7
．
8
）
3
（
3
．
1
）
7
（
2
．
6
）
そ
の
他
7
（
1
3
．
7
）
3
（
3
．
1
）
6
8
（
2
5
．
5
）
ま
た
，
中
学
生
の
頃
に
不
登
校
で
あ
っ
た
2
6
7
人
の
内
訳
は
，
「
何
も
言
わ
ず
見
守
っ
て
欲
し
か
っ
た
」
が
1
1
4
人
（
4
2
．
7
％
）
，
「
自
分
の
気
持
ち
を
聞
い
て
欲
し
か
っ
た
」
が
5
4
人
（
2
0
2
％
）
な
ど
で
あ
っ
た
。
（
表
3
－
3
）
　
（
4
）
教
師
か
ら
ど
う
さ
れ
た
か
【
あ
な
た
が
学
校
や
教
室
に
行
か
な
か
っ
た
又
は
行
け
な
か
っ
た
と
き
，
　
先
生
か
ら
ど
う
さ
れ
ま
し
た
か
？
（
複
数
回
答
）
】
　
小
学
1
～
3
年
生
の
頃
に
不
登
校
で
あ
っ
た
5
1
人
の
う
ち
，
1
3
の
選
択
肢
の
中
で
1
っ
で
も
○
を
っ
け
た
人
の
内
訳
を
回
答
数
の
多
い
順
に
掲
げ
る
と
，
稼
庭
訪
問
を
う
け
た
」
が
2
9
人
（
5
6
，
9
％
）
，
「
何
も
し
て
く
れ
な
レ
、
」
1
3
人
（
2
5
．
5
％
）
，
「
学
校
に
連
れ
て
行
か
れ
た
」
が
1
0
人
（
1
9
．
6
％
）
な
ど
で
あ
っ
た
。
　
同
様
に
，
小
学
4
～
6
年
生
の
頃
に
不
登
校
で
あ
っ
た
9
8
人
の
内
訳
は
，
「
家
庭
訪
問
を
う
け
た
」
が
5
6
人
（
5
7
．
1
％
）
，
卜
何
も
し
て
く
れ
な
い
」
が
2
0
人
（
2
0
．
4
％
）
，
「
進
級
・
・
卒
業
に
不
利
と
言
わ
れ
た
」
が
1
9
人
口
9
．
4
％
）
，
「
学
校
に
連
れ
て
行
か
れ
た
」
が
1
9
人
（
1
9
．
4
％
）
な
ど
で
あ
っ
た
。
鳥
取
大
学
教
育
学
部
教
育
実
践
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
　
第
8
号
　
1
9
9
8
年
7
月
2
9
　
ま
た
，
中
学
生
の
頃
に
不
登
校
で
あ
っ
た
2
6
7
人
の
　
　
表
3
－
4
　
教
師
か
ら
ど
う
さ
れ
た
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
（
％
）
内
訳
は
，
「
家
庭
訪
問
を
う
け
た
」
が
1
6
5
人
（
6
1
．
8
％
）
，
卜
進
級
・
卒
業
に
不
利
と
言
わ
れ
た
」
が
5
6
人
（
2
1
．
0
％
）
，
「
学
校
に
行
か
な
い
こ
と
を
認
め
て
く
れ
た
」
が
4
1
人
（
1
5
．
4
％
）
な
ど
で
あ
っ
た
。
（
表
3
－
4
）
　
（
5
）
教
師
に
ど
う
し
て
ほ
し
か
っ
た
か
【
あ
な
た
が
学
校
や
教
室
に
行
か
な
か
っ
た
又
は
行
け
　
な
か
っ
た
と
き
，
先
生
に
ど
う
し
て
ほ
し
か
っ
た
の
　
で
す
か
？
（
複
数
回
答
）
】
　
小
学
1
～
3
年
生
の
頃
に
不
登
校
で
あ
っ
た
5
1
人
の
う
ち
，
1
3
の
選
択
肢
の
中
で
1
つ
で
も
○
を
っ
け
た
人
の
内
訳
を
回
答
数
の
多
い
順
に
掲
げ
る
と
，
「
何
も
言
わ
ず
見
守
っ
て
欲
し
か
っ
た
」
が
2
0
人
（
3
9
．
2
％
）
，
「
自
分
の
気
持
ち
を
聞
い
て
欲
し
か
っ
た
」
が
1
2
人
　
　
表
3
－
5
　
教
師
に
ど
う
し
て
ほ
し
か
つ
た
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
（
％
）
（
2
3
．
5
％
）
な
ど
で
あ
っ
た
。
　
同
様
に
，
小
学
4
～
6
年
生
の
頃
に
不
登
校
で
あ
っ
た
9
8
人
の
内
訳
は
，
「
何
も
言
わ
ず
見
守
っ
て
欲
し
か
っ
た
」
が
3
2
人
（
3
2
．
7
％
）
，
「
自
分
の
気
持
ち
を
聞
い
て
欲
し
か
っ
た
」
が
2
3
人
（
2
3
．
5
％
）
，
卜
勉
強
の
援
助
を
し
て
欲
し
か
っ
た
」
が
1
0
人
（
1
0
．
2
％
）
な
ど
で
あ
っ
た
。
　
同
様
に
，
中
学
生
の
頃
に
不
登
校
で
あ
っ
た
2
6
7
人
の
内
訳
は
，
「
何
も
言
わ
ず
見
守
っ
て
欲
し
か
っ
た
」
が
8
2
人
（
3
0
．
7
％
）
，
「
自
分
の
気
持
ち
を
聞
い
て
欲
し
か
っ
た
」
が
5
8
人
（
2
1
．
7
％
）
，
「
勉
強
の
援
助
を
し
て
欲
し
か
っ
た
」
が
3
0
人
（
1
1
．
2
％
）
な
ど
で
あ
っ
た
。
（
表
3
－
5
）
　
（
6
）
不
利
に
な
っ
た
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
3
－
6
　
不
利
に
な
っ
た
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
（
％
）
【
あ
な
た
が
学
校
や
教
室
に
行
か
な
か
っ
た
又
は
行
け
　
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
　
ま
し
た
か
？
（
複
数
回
答
）
】
　
小
学
1
～
3
年
生
の
頃
に
不
登
校
で
あ
っ
た
5
1
人
の
う
ち
，
1
3
の
選
択
肢
の
中
で
1
っ
で
も
○
を
っ
け
た
人
の
内
訳
を
，
回
答
数
の
多
い
順
に
掲
げ
る
と
，
「
通
知
簿
に
成
績
が
っ
か
な
か
っ
た
」
が
1
3
人
（
2
5
．
5
％
）
，
卜
通
知
簿
に
最
低
の
成
絞
が
っ
い
た
」
が
1
0
人
（
1
9
。
6
％
）
，
「
希
望
校
が
受
験
で
き
な
か
っ
た
」
が
8
人
（
1
5
．
7
％
）
な
ど
で
あ
っ
た
。
　
同
様
に
，
小
学
4
～
6
年
生
の
頃
に
不
登
校
で
あ
っ
た
9
8
人
の
内
訳
は
，
「
通
知
簿
に
成
績
が
っ
か
な
か
っ
た
」
が
2
8
人
（
2
8
．
6
％
）
，
「
通
知
簿
に
最
低
の
成
績
が
　
　
表
3
－
7
　
通
っ
た
と
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
（
％
）
つ
い
た
」
が
2
0
人
（
2
0
．
4
％
）
，
卜
希
望
校
が
受
験
で
き
な
か
っ
た
」
が
1
2
人
（
1
2
．
2
％
）
な
ど
で
あ
っ
た
。
　
ま
た
，
中
学
生
の
頃
に
不
登
校
で
あ
っ
た
2
6
7
人
の
内
訳
は
，
「
通
知
簿
に
成
績
が
っ
か
な
か
っ
た
」
が
7
1
人
（
2
6
．
6
％
）
，
「
通
知
簿
に
最
低
の
成
績
が
っ
い
た
」
が
5
4
入
（
2
0
．
2
％
）
，
「
希
望
校
が
受
験
で
き
な
か
っ
た
」
が
3
8
人
（
1
4
、
2
％
）
な
ど
で
あ
っ
た
。
（
表
3
－
6
）
　
（
7
）
通
っ
た
と
こ
ろ
【
あ
な
た
が
学
校
や
教
室
に
行
か
な
か
っ
た
又
は
行
け
　
な
か
っ
た
と
き
，
ど
こ
か
通
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
　
り
ま
す
か
？
（
複
数
【
亘
答
）
】
　
小
学
1
～
3
年
生
の
頃
に
不
登
校
で
あ
っ
た
5
1
人
の
う
ち
，
1
3
の
選
択
肢
の
中
で
1
っ
で
も
○
を
っ
け
た
人
の
内
訳
を
，
回
答
　
　
　
　
が
6
人
（
1
1
．
8
％
）
な
ど
で
あ
っ
た
。
数
の
多
い
順
に
掲
げ
る
と
，
「
ど
こ
に
も
通
わ
な
か
っ
た
」
が
2
3
人
　
　
　
　
同
様
に
，
小
学
4
～
6
年
生
の
頃
に
不
登
校
で
あ
っ
た
9
8
人
の
内
訳
は
，
（
4
5
．
1
％
）
，
「
学
校
の
保
健
室
」
が
8
人
（
1
5
．
7
％
）
，
「
児
童
相
談
所
」
　
　
　
　
「
ど
こ
に
も
通
わ
な
か
っ
た
」
が
4
3
人
（
4
3
．
9
％
）
，
「
児
童
相
談
所
」
が
小
学
仁
3
年
生
@
　
（
N
＝
5
1
） 小学
4
－
6
年
生
@
　
（
N
＝
9
8
）
中
学
生
i
N
＝
2
6
7
）
家
庭
訪
問
を
う
け
た
2
9
（
5
6
．
9
）
5
6
（
5
7
．
1
）
1
6
5
（
6
L
8
）
進
級
・
卒
業
に
不
利
と
言
わ
れ
た
7
（
1
3
．
7
）
1
9
（
1
9
．
4
）
5
6
（
2
L
O
）
学
校
に
行
か
な
い
こ
と
を
認
め
て
く
れ
た
7
（
1
3
．
7
）
］
0
（
1
0
．
2
）
4
1
（
1
5
．
4
）
学
校
に
連
れ
て
行
か
れ
た
］
0
（
1
9
．
6
）
1
9
（
1
9
．
4
）
3
9
（
1
4
．
6
）
学
校
以
外
の
施
設
を
勧
め
ら
れ
た
7
（
1
3
．
7
）
1
3
（
1
3
．
3
）
3
4
（
1
2
．
7
）
何
も
し
て
く
れ
な
い
1
3
（
2
5
．
5
）
2
0
（
2
0
．
4
）
3
4
（
1
2
．
7
＞
内
申
書
に
不
利
と
言
わ
れ
た
6
（
1
L
8
＞
1
0
（
1
0
．
2
）
3
0
（
1
L
2
）
養
護
学
校
を
勧
め
ら
れ
た
3
（
5
．
9
）
2
（
2
．
0
）
7
（
2
、
6
）
転
校
を
勧
め
ら
れ
た
0
（
0
．
0
）
1
（
1
1
．
0
）
1
（
0
．
3
）
そ
の
他
7
（
1
3
．
7
）
2
0
（
2
0
．
4
）
5
2
（
1
9
．
3
）
小
学
1
－
3
年
生
@
　
（
N
＝
5
1
） 小学
4
－
6
年
生
@
　
（
N
＝
9
8
）
中
学
生
i
N
＝
2
6
7
）
何
も
言
わ
ず
見
守
っ
て
欲
し
か
っ
た
2
0
（
3
9
．
2
）
3
2
（
3
2
．
7
）
8
2
（
3
0
．
7
）
自
分
の
気
持
ち
を
聞
い
て
欲
し
か
っ
た
1
2
（
2
3
．
5
）
2
3
（
2
3
．
5
）
5
8
（
2
L
7
）
勉
強
の
援
助
を
し
て
欲
し
か
っ
た
5
（
9
．
8
）
1
0
（
1
0
．
2
）
3
0
（
1
L
2
）
学
校
以
外
の
施
設
を
紹
介
し
て
欲
し
か
っ
た
1
（
2
，
0
）
4
（
4
．
1
）
1
0
（
3
．
7
＞
テ
ス
ト
だ
け
は
受
け
さ
せ
て
欲
し
か
っ
た
1
（
2
．
0
）
1
（
1
．
0
）
8
（
3
．
0
）
親
を
説
得
し
て
欲
し
か
っ
た
1
（
2
、
0
）
4
（
4
．
1
）
7
（
3
．
0
）
家
庭
訪
問
を
し
て
欲
し
か
っ
た
0
（
0
．
0
）
0
（
0
．
0
＞
5
（
1
．
9
）
転
校
さ
せ
て
欲
し
か
っ
た
1
（
2
．
0
）
2
（
2
．
0
）
4
（
L
5
）
そ
の
他
7
（
1
3
．
7
）
2
5
（
2
5
．
5
）
6
3
（
2
3
．
6
）
小
学
1
3
年
生
@
　
（
N
＝
5
1
） 小学
4
－
6
年
生
@
　
（
昨
9
8
）
中
学
生
i
N
＝
2
6
7
）
通
知
簿
に
成
績
が
っ
か
な
か
っ
た
1
3
（
2
5
．
5
）
2
8
（
2
8
．
6
）
7
1
（
2
6
．
6
）
通
知
簿
に
最
低
の
成
績
が
っ
い
た
1
0
（
1
9
．
6
）
2
0
（
2
0
．
4
）
5
4
（
2
0
．
2
）
希
望
校
が
受
験
で
き
な
か
っ
た
8
（
1
5
．
7
）
1
2
（
1
2
．
2
）
3
8
（
1
4
．
2
）
卒
業
式
に
出
席
で
き
な
か
っ
た
3
（
5
．
9
）
3
（
3
．
1
）
1
9
（
7
．
1
）
精
神
的
な
病
名
を
っ
け
ら
れ
た
3
（
5
．
9
）
2
（
2
．
G
）
1
5
（
5
．
6
）
入
試
で
合
格
点
が
と
れ
た
と
思
っ
た
が
不
合
i
と
な
っ
た
3
（
5
．
9
）
6
（
6
．
1
）
］
5
（
5
．
6
）
休
日
に
補
習
を
受
け
さ
せ
ら
れ
た
3
（
5
．
9
）
5
（
5
ぼ
）
1
1
（
4
．
1
）
修
学
旅
行
の
案
内
が
な
か
っ
た
2
（
3
．
9
）
2
（
2
．
0
）
4
（
L
5
）
そ
の
他
1
2
（
2
3
．
5
）
2
6
（
2
6
．
5
）
6
0
（
2
2
．
5
）
小
学
1
弓
年
生
@
　
　
（
N
＝
5
1
） 小学
4
玉
年
生
@
　
（
N
＝
9
8
）
中
学
生
i
N
竺
2
6
7
）
ど
こ
に
も
通
わ
な
か
っ
た
2
3
（
4
5
．
1
）
4
3
（
4
3
．
9
）
1
0
4
（
3
9
．
0
）
児
童
相
談
所
6
（
1
L
8
）
1
8
（
1
8
．
4
）
4
7
（
1
7
．
6
）
学
校
の
保
健
室
8
（
1
5
、
7
）
1
8
（
1
8
．
4
）
3
9
（
1
4
．
6
）
適
応
指
導
教
室
3
（
5
9
）
1
1
（
1
1
．
2
）
2
3
（
8
．
6
）
学
校
に
行
か
な
い
子
ど
も
の
集
ま
る
民
間
の
齣
i
4
（
7
．
8
）
4
（
4
．
0
＞
1
8
（
6
．
7
）
学
習
塾
・
予
備
校
4
（
7
．
8
）
4
（
4
．
G
）
1
5
（
5
．
6
）
精
神
保
健
セ
ン
タ
ー
4
（
7
．
8
）
2
（
2
、
0
）
1
0
（
3
．
7
）
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
1
（
2
．
0
）
2
（
2
．
0
）
3
（
1
．
1
）
そ
の
他
1
0
（
1
9
、
6
）
1
4
（
1
4
．
3
）
4
5
（
1
6
．
9
）
　］÷‖　　　｛　妻｜　　　
き　］多〕
3
0
田
丸
敏
高
・
山
根
俊
喜
・
井
戸
垣
直
美
：
義
務
教
育
期
に
お
け
る
不
登
校
体
験
に
関
す
る
研
究
1
8
人
（
1
8
．
4
％
）
，
「
学
校
の
保
健
室
」
が
1
8
人
（
1
8
．
4
％
）
，
「
適
応
指
導
教
室
」
が
1
1
人
（
1
1
．
2
％
）
な
ど
で
あ
っ
た
。
　
ま
た
，
中
学
生
の
頃
に
不
登
校
で
あ
っ
た
2
6
7
人
の
内
訳
は
，
「
ど
こ
に
も
通
わ
な
か
っ
た
」
が
1
0
4
人
（
3
9
．
0
％
）
，
「
児
童
相
談
所
」
が
4
7
人
（
1
7
．
6
％
）
，
「
学
校
の
保
健
室
」
が
3
9
人
（
1
4
．
6
％
）
な
ど
で
あ
っ
た
。
（
表
3
－
7
）
w
　
考
察
　
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
，
鳥
取
・
島
根
両
県
の
通
信
制
な
い
し
定
時
制
に
通
う
多
数
の
生
徒
に
，
小
・
中
学
校
時
代
の
学
校
生
活
（
不
登
校
を
含
む
）
を
振
り
返
っ
て
回
答
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
回
答
総
数
は
4
7
6
人
に
の
ぼ
り
（
た
だ
し
，
結
果
に
お
い
て
分
析
の
対
象
に
し
た
の
は
4
7
3
人
）
，
年
齢
層
は
1
7
歳
の
1
0
8
人
を
最
頻
値
に
1
0
代
後
半
の
生
徒
が
3
7
4
人
（
約
8
割
）
を
占
め
て
い
る
。
　
こ
こ
で
は
集
計
結
果
を
，
第
1
に
不
登
校
に
関
わ
る
意
識
の
金
体
的
特
徴
に
っ
い
て
，
第
2
に
不
登
校
に
関
わ
る
意
識
の
男
女
の
違
い
に
っ
い
て
，
第
3
に
不
登
校
に
お
け
る
年
齢
的
意
味
に
っ
い
て
，
に
分
け
て
考
察
す
る
。
1
．
不
登
校
に
関
わ
る
意
識
の
全
体
的
特
徴
に
つ
い
て
　
（
1
）
小
・
中
学
生
の
と
き
，
学
校
に
行
き
た
く
な
い
と
思
っ
た
こ
と
　
「
小
・
中
学
生
の
と
き
，
学
校
に
行
き
た
く
な
い
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
」
に
っ
い
て
は
，
あ
る
と
い
う
人
が
3
5
1
人
（
7
4
．
2
％
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
，
中
学
生
が
一
般
に
「
学
校
に
行
き
た
く
な
い
と
思
う
こ
と
が
あ
る
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
「
あ
る
」
と
回
答
す
る
割
合
と
ほ
ぼ
等
し
い
。
た
と
え
ば
，
こ
れ
ま
で
の
鳥
取
大
学
教
育
学
部
・
発
達
心
理
学
研
究
室
の
調
査
に
お
い
て
も
，
小
倉
（
1
9
9
3
）
で
は
8
7
．
3
％
，
榎
（
1
9
9
4
）
で
は
7
6
．
9
％
，
坪
倉
（
1
9
9
5
）
で
は
7
8
．
9
％
の
中
学
生
が
「
学
校
に
行
き
た
く
な
い
と
思
う
こ
と
が
あ
る
」
と
回
答
し
て
い
る
と
の
結
果
を
得
て
い
る
（
5
1
6
1
7
｝
o
　
今
回
，
「
学
校
に
行
き
た
く
な
い
と
き
ど
う
し
た
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
，
実
際
に
ト
学
校
へ
行
か
な
か
っ
た
」
と
す
る
回
答
は
2
0
9
人
く
6
0
．
1
％
）
と
か
な
り
高
率
で
あ
る
。
ま
た
，
「
学
校
に
行
っ
た
が
保
健
室
等
に
い
て
，
教
室
で
授
業
を
受
け
な
か
っ
た
」
と
す
る
も
の
も
6
9
入
（
1
9
．
8
％
）
あ
る
。
　
学
校
や
教
室
に
行
か
な
か
っ
た
（
行
け
な
か
っ
た
）
理
由
と
し
て
は
，
「
学
校
の
雰
囲
気
が
合
わ
な
か
っ
た
か
ら
」
が
1
1
8
人
（
3
4
．
6
％
）
，
「
勉
強
が
面
白
く
な
か
っ
た
か
ら
」
が
9
0
人
（
2
6
．
4
％
）
が
上
位
2
っ
で
あ
る
。
し
か
し
，
そ
の
ほ
か
に
も
「
友
達
と
う
ま
く
い
か
な
っ
た
か
ら
」
が
7
5
人
（
2
2
．
0
％
）
，
「
い
じ
め
に
あ
っ
た
か
ら
」
が
6
8
人
（
1
9
．
9
％
）
と
い
う
よ
う
に
，
友
人
関
係
の
問
題
を
あ
げ
る
生
徒
が
多
い
。
ま
た
，
「
学
校
の
生
活
指
導
が
嫌
だ
っ
た
か
ら
」
が
3
7
人
（
1
0
．
9
％
）
，
「
先
生
が
不
公
平
だ
っ
た
か
ら
」
が
3
7
人
（
ユ
0
．
9
％
）
，
ヂ
校
則
が
自
分
に
合
わ
な
か
っ
た
か
ら
」
が
3
2
人
（
9
．
4
％
）
と
い
う
よ
う
に
，
学
校
や
指
導
の
あ
り
か
た
を
理
由
と
し
て
い
る
人
も
か
な
り
い
る
。
こ
の
よ
う
に
，
学
校
の
雰
囲
気
に
始
ま
っ
て
，
授
業
や
生
活
指
導
，
友
人
関
係
な
ど
現
在
の
学
校
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
不
登
校
の
理
由
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。
さ
ら
に
，
「
自
分
に
問
題
が
あ
っ
た
か
ら
」
と
い
う
生
徒
が
7
5
人
（
2
2
．
0
％
）
い
る
が
，
こ
う
し
た
回
答
か
ら
，
当
時
の
「
不
登
校
」
が
い
ま
だ
に
「
自
分
の
問
題
」
と
し
て
心
の
傷
を
残
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
「
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
回
答
5
6
人
（
1
6
．
4
％
）
の
中
に
も
同
様
な
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
，
多
数
と
は
い
え
な
い
が
，
卜
家
庭
に
問
題
が
あ
っ
た
か
ら
」
と
い
う
生
徒
が
2
4
人
（
7
．
0
％
）
あ
り
，
不
登
校
が
狭
い
意
味
の
教
育
問
題
だ
け
で
は
な
く
，
家
庭
支
援
を
も
必
要
と
し
て
い
る
児
童
問
題
で
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
先
生
か
ら
体
罰
を
受
け
た
か
ら
」
1
2
人
（
3
、
5
％
）
，
「
先
生
が
他
の
人
に
体
罰
を
加
え
る
姿
を
見
た
か
ら
」
6
人
（
1
．
8
％
）
も
，
数
は
少
な
い
が
見
逃
せ
な
い
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。
　
（
2
）
親
の
対
応
　
「
学
校
や
教
室
に
行
か
な
か
っ
た
（
行
け
な
か
っ
た
）
と
き
親
か
ら
ど
う
さ
れ
た
か
」
と
い
う
質
問
に
は
，
「
学
校
に
行
く
よ
う
に
説
得
さ
れ
た
」
が
1
6
2
人
（
5
2
．
4
％
〉
と
も
っ
と
も
多
い
回
答
で
あ
る
。
「
学
校
に
連
れ
て
行
か
れ
た
」
4
4
人
（
1
4
．
2
％
）
や
「
ひ
ど
い
言
葉
で
の
の
し
ら
れ
た
」
3
3
人
（
1
0
．
7
％
）
も
あ
る
反
面
，
卜
学
校
に
行
か
な
い
こ
と
を
認
め
て
く
れ
た
」
と
い
う
回
答
も
8
8
人
（
2
8
．
5
％
）
あ
る
。
後
者
は
，
不
登
校
に
対
す
る
社
会
的
理
解
の
広
が
り
と
関
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
自
由
記
述
欄
に
お
い
て
「
小
学
生
の
時
は
暴
行
に
近
い
も
の
を
受
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
け
ど
，
中
学
生
の
時
は
分
か
っ
て
く
れ
た
み
た
い
で
『
行
こ
う
と
思
っ
た
時
に
行
け
ば
い
い
』
と
言
わ
れ
た
」
と
い
う
回
答
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
親
の
「
進
歩
」
（
苦
悩
の
跡
）
も
推
測
さ
れ
る
。
　
「
学
校
や
教
室
に
行
か
な
か
っ
た
（
行
け
な
か
っ
た
）
親
に
は
ど
う
し
て
ほ
し
か
っ
た
の
か
」
と
い
う
質
問
で
は
，
「
何
も
い
わ
ず
に
見
守
っ
て
欲
し
か
っ
た
」
が
1
3
8
人
（
4
7
．
6
％
）
と
約
半
数
を
占
め
，
次
い
で
「
も
っ
と
自
分
の
気
持
ち
を
聞
い
て
欲
し
か
っ
た
」
が
6
9
人
（
2
3
．
8
％
）
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
，
こ
の
2
つ
が
，
子
ど
も
か
ら
し
て
み
る
と
不
登
校
の
際
に
親
に
求
め
る
基
本
的
な
姿
勢
な
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
，
「
見
守
る
」
と
か
「
聞
く
」
と
い
う
態
度
を
と
る
こ
と
は
，
親
に
は
た
い
へ
ん
難
し
く
，
っ
い
「
学
校
に
行
く
よ
う
に
説
得
す
る
」
と
い
う
態
度
を
と
り
や
す
い
。
後
者
の
態
度
で
は
，
子
ど
も
は
，
親
が
自
分
を
信
頼
せ
ず
に
社
会
的
な
体
面
を
気
に
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
く
る
。
す
る
と
，
親
子
の
す
れ
違
い
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
　
（
3
）
教
師
の
対
応
　
「
学
校
や
教
室
に
行
か
な
か
っ
た
（
行
け
な
か
っ
た
）
と
き
先
生
か
ら
ど
う
さ
れ
た
か
」
と
い
う
質
問
で
は
，
「
先
生
の
家
庭
訪
問
を
う
け
た
」
が
1
9
1
人
（
6
1
．
6
％
）
と
半
数
以
上
を
占
め
る
。
「
学
校
に
連
れ
て
行
か
れ
た
」
4
6
人
（
1
4
．
8
％
）
と
「
学
校
に
来
な
い
こ
と
を
認
め
て
く
れ
た
」
4
4
人
（
1
4
．
2
％
）
と
が
ほ
ぼ
i
司
数
で
あ
り
，
回
答
者
が
小
・
中
学
生
で
あ
っ
た
当
時
の
，
学
校
現
場
の
不
登
校
の
理
解
と
指
導
の
葛
藤
状
況
が
う
か
が
え
る
。
ち
な
み
に
，
「
登
校
拒
否
は
ど
の
子
に
も
起
こ
り
う
る
」
「
学
校
生
活
上
の
問
題
が
起
因
し
て
登
校
拒
否
に
な
っ
て
し
ま
う
場
合
が
し
ば
し
ぼ
み
ら
れ
る
」
と
す
る
，
文
部
省
の
学
校
不
適
応
対
策
調
査
研
究
協
力
者
会
議
の
報
告
が
出
さ
れ
た
の
が
1
9
9
2
年
3
月
，
調
査
時
1
7
歳
（
最
頻
値
）
の
回
答
者
が
1
3
歳
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
，
「
先
生
か
ら
進
級
，
卒
業
に
不
利
に
な
る
と
言
わ
れ
た
」
6
4
人
（
2
0
．
6
％
）
，
「
先
生
か
ら
内
申
書
に
不
利
に
な
る
と
言
わ
れ
た
」
3
3
人
（
1
0
．
6
％
）
は
，
た
と
え
学
校
へ
来
る
よ
う
に
励
ま
し
た
い
と
い
う
善
意
か
ら
で
あ
っ
た
と
し
て
も
，
生
徒
に
と
っ
て
は
脅
し
で
あ
り
，
そ
の
心
に
深
く
傷
を
残
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
自
由
記
述
欄
に
あ
る
「
先
生
の
立
場
も
考
え
て
く
れ
と
言
わ
れ
た
」
や
「
先
生
に
『
上
か
ら
言
わ
れ
る
の
は
私
だ
か
ら
ち
ゃ
ん
と
学
校
に
来
て
』
と
言
わ
れ
た
」
な
ど
も
，
生
徒
に
と
っ
て
は
ま
す
ま
す
教
師
不
信
，
人
間
不
信
を
も
た
ら
し
や
す
い
。
「
中
1
の
時
，
宿
直
室
に
呼
ば
れ
て
叩
か
れ
た
」
な
ど
と
い
う
記
述
も
み
ら
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
，
他
方
「
相
談
に
の
っ
て
く
れ
，
い
じ
め
た
子
に
言
っ
て
く
れ
た
」
や
「
来
な
い
子
ど
も
た
ち
の
ク
ラ
ス
で
勉
強
を
教
え
て
く
れ
た
」
，
「
先
生
が
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
て
楽
し
か
っ
た
し
，
友
達
と
夜
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
を
さ
せ
て
く
れ
た
」
な
ど
，
先
生
方
の
努
力
も
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
指
導
の
結
果
子
ど
も
が
学
校
に
来
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ど
う
か
に
関
わ
ら
ず
，
そ
う
し
た
先
生
の
暖
か
い
指
導
が
生
徒
の
心
に
残
す
も
の
・
人
間
に
対
す
る
信
頼
は
生
涯
を
通
じ
て
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。
　
「
学
校
や
教
室
に
行
か
な
か
っ
た
（
行
け
な
か
っ
た
）
と
き
先
生
に
ど
鳥
取
大
学
教
育
学
部
教
育
実
践
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
　
第
8
号
　
1
9
9
8
年
7
月
3
1
う
し
て
欲
し
か
っ
た
か
」
と
い
う
質
問
で
は
，
「
何
も
い
わ
ず
に
見
守
っ
て
欲
し
か
っ
た
」
1
0
5
人
（
3
7
．
5
％
〉
と
「
も
っ
と
自
分
の
気
持
ち
を
聞
い
て
欲
し
か
っ
た
」
6
6
人
（
2
3
．
6
％
）
と
が
多
数
で
あ
る
。
こ
れ
は
，
通
学
し
て
い
る
小
・
中
学
生
に
比
べ
て
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
が
，
教
師
に
よ
り
高
い
期
待
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
な
お
，
「
勉
強
の
援
助
を
し
て
欲
し
か
っ
た
」
3
3
人
（
且
．
8
％
）
，
「
テ
ス
ト
だ
け
は
受
け
さ
せ
て
欲
し
か
っ
た
」
1
0
人
（
3
．
6
％
）
，
「
も
っ
と
早
く
学
校
以
外
の
施
設
を
紹
介
し
て
欲
し
か
っ
た
」
1
2
人
（
4
．
3
％
）
，
「
学
校
に
行
く
よ
う
励
ま
し
て
欲
し
か
っ
た
」
1
4
人
（
5
．
0
％
）
な
ど
具
体
的
な
要
求
が
あ
る
こ
と
に
も
留
意
し
た
い
。
　
（
4
）
不
登
校
に
よ
る
不
利
益
な
ら
び
に
通
所
機
関
　
学
校
や
教
室
に
行
か
な
か
っ
た
（
行
け
な
か
っ
た
）
こ
と
に
よ
る
不
利
益
と
し
て
は
，
通
知
簿
の
評
｛
而
に
関
わ
る
も
の
が
回
答
多
数
で
あ
り
，
「
通
知
簿
に
成
績
が
っ
か
な
か
っ
た
」
が
7
6
人
（
3
4
．
1
％
）
，
卜
通
知
簿
に
最
低
の
成
績
が
つ
い
た
」
が
6
0
人
（
2
6
．
9
％
）
で
あ
る
。
ま
た
，
「
希
望
の
高
校
を
受
験
で
き
な
か
っ
た
」
が
3
8
人
（
1
7
、
0
％
）
で
あ
る
。
な
お
，
自
由
記
述
欄
に
見
ら
れ
る
「
な
ぐ
ら
れ
た
∬
体
罰
を
受
け
た
」
「
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
も
ら
え
な
か
っ
た
」
な
ど
無
視
で
き
ぬ
も
の
も
あ
る
。
　
学
校
や
教
室
に
行
か
な
か
っ
た
（
行
け
な
か
っ
た
〉
と
き
通
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
質
問
し
た
と
こ
ろ
，
「
ど
こ
に
も
通
わ
な
か
っ
た
」
と
い
う
回
答
が
1
4
0
人
（
4
6
．
2
％
）
と
一
番
多
か
っ
た
。
実
際
に
通
っ
た
と
こ
ろ
と
し
て
は
，
「
児
童
相
談
所
」
が
5
1
人
（
1
6
．
8
％
）
，
「
学
校
の
保
健
室
」
が
4
3
人
（
1
4
．
2
％
）
，
適
応
指
導
教
室
が
2
3
人
（
7
．
6
％
）
，
「
学
校
に
行
か
な
い
子
ど
も
の
集
ま
る
民
間
の
場
所
」
が
2
0
人
（
6
．
6
％
）
，
「
学
習
塾
，
予
備
校
」
が
1
8
人
（
5
．
9
％
）
，
で
あ
る
。
先
に
あ
っ
た
「
見
守
っ
て
欲
し
い
」
や
「
気
持
ち
を
聞
い
て
欲
し
い
」
と
い
う
生
徒
の
回
答
を
考
え
る
と
，
子
ど
も
や
親
が
日
常
的
に
相
談
に
行
け
る
場
所
・
機
関
が
少
な
い
（
知
ら
れ
て
い
な
い
〉
こ
と
が
分
か
る
。
　
（
5
）
学
校
や
社
会
に
対
す
る
要
求
　
r
学
校
や
教
室
に
行
か
な
い
（
行
け
な
い
）
子
ど
も
の
た
め
に
，
学
校
や
社
会
は
何
を
し
て
欲
し
い
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
，
多
数
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
4
割
を
越
え
る
人
が
「
学
校
に
行
か
な
い
こ
と
も
認
め
る
制
度
に
し
て
欲
し
い
」
と
回
答
し
て
い
る
が
，
こ
れ
を
教
育
権
・
学
習
権
の
放
棄
と
し
て
受
け
取
る
の
で
は
な
く
，
「
学
校
以
外
の
学
び
の
場
を
充
実
さ
せ
て
欲
し
い
」
（
2
9
．
1
％
）
や
ト
学
校
の
授
業
や
先
生
を
選
択
で
き
る
制
度
に
し
て
欲
し
い
」
（
2
4
．
9
％
）
，
「
学
校
で
自
分
の
学
力
に
応
じ
た
授
業
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
」
（
2
4
，
9
％
）
や
「
学
校
以
外
の
学
び
の
場
に
つ
い
て
の
清
報
を
教
え
て
欲
し
い
（
1
6
．
9
％
）
な
ど
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
，
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
に
即
し
た
多
様
な
教
育
の
あ
り
方
を
探
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
　
ま
た
，
3
割
を
越
え
る
人
が
「
中
学
校
に
行
か
な
く
て
も
認
定
試
験
を
受
け
て
，
そ
の
合
格
者
に
高
校
の
受
験
資
格
を
与
え
る
制
度
を
っ
く
っ
て
欲
し
い
」
，
「
中
学
校
で
の
出
席
日
数
を
問
題
に
し
な
い
で
入
学
で
き
る
高
校
の
情
報
を
提
供
し
て
欲
し
い
」
と
回
答
し
て
い
る
。
こ
れ
は
高
校
進
学
に
お
い
て
不
利
益
を
被
ら
な
い
よ
う
な
制
度
に
対
す
る
要
求
で
あ
り
，
「
高
校
の
入
試
制
度
を
改
善
し
て
欲
し
い
」
（
2
6
．
9
％
）
に
っ
な
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
，
大
学
へ
の
進
学
要
求
も
「
大
検
の
情
報
を
学
校
が
提
供
し
て
欲
し
い
べ
（
2
5
ぼ
％
）
も
か
な
り
の
割
合
で
求
め
ら
れ
て
い
る
。
　
な
お
，
「
い
じ
め
を
解
決
す
る
た
め
の
相
談
機
関
を
つ
く
っ
て
欲
し
い
」
（
2
1
．
7
％
）
や
τ
体
罰
を
な
く
す
た
め
の
特
別
な
機
関
を
つ
く
っ
て
欲
し
い
」
（
1
1
．
4
％
）
に
っ
い
て
は
，
不
登
校
云
々
以
前
の
問
題
で
あ
り
，
子
ど
も
た
ち
の
具
体
的
な
要
望
に
応
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
　
さ
ら
に
，
自
由
記
述
欄
を
見
る
と
，
「
不
登
校
は
病
気
で
は
な
く
，
治
療
と
い
う
言
葉
を
使
わ
な
い
で
欲
し
い
」
や
「
学
校
に
行
か
な
い
者
の
意
見
を
も
っ
と
聞
い
て
ほ
し
い
，
偏
見
を
無
く
し
て
ほ
し
い
」
，
「
学
校
で
人
権
学
習
を
し
て
欲
し
い
」
な
ど
，
不
登
校
児
に
対
す
る
見
方
を
変
え
て
欲
し
い
と
い
う
要
求
が
目
立
っ
。
ま
た
，
「
偏
差
値
重
視
の
教
育
を
改
善
し
て
欲
し
い
」
や
「
子
ど
も
の
社
会
の
前
に
大
人
の
社
会
を
な
ん
と
か
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
」
と
い
う
よ
う
な
社
会
に
対
す
る
問
題
提
起
も
見
ら
れ
る
。
2
．
不
登
校
に
関
わ
る
意
識
の
男
女
の
違
い
に
つ
い
て
　
不
登
校
の
受
け
止
め
方
や
周
り
の
対
応
に
お
い
て
性
差
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
検
討
し
て
み
た
こ
と
ろ
，
多
く
の
質
問
項
目
で
は
回
答
の
違
い
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
　
若
干
違
い
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
，
こ
こ
で
は
ふ
れ
て
お
く
こ
と
に
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ε
る
。
ま
ず
，
「
学
校
に
行
き
た
く
な
い
と
き
ど
う
し
た
か
」
で
は
，
「
保
健
室
等
に
い
た
」
と
い
う
回
答
の
割
合
が
男
子
1
3
．
6
％
に
対
し
，
女
子
2
5
．
7
％
と
女
子
に
多
く
み
ら
れ
た
。
学
校
に
行
っ
た
上
で
保
健
室
に
い
る
と
い
う
行
動
を
女
子
の
場
合
と
り
や
す
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
　
「
学
校
に
行
か
な
か
っ
た
理
由
」
で
は
，
男
子
で
は
一
番
多
い
の
が
「
勉
強
が
面
白
く
な
か
っ
た
」
3
0
。
8
％
で
あ
り
，
続
い
て
「
学
校
の
雰
囲
気
が
合
わ
な
か
っ
た
」
2
7
．
5
％
，
「
自
分
に
問
題
が
あ
っ
た
」
1
9
．
8
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
，
女
子
で
は
一
番
多
い
の
が
「
学
校
の
雰
囲
気
が
合
わ
な
か
っ
た
」
4
2
．
9
9
6
で
あ
り
，
続
い
て
「
友
だ
ち
と
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
」
3
3
．
3
％
，
「
い
じ
め
に
あ
っ
た
」
2
7
．
6
％
で
あ
っ
た
。
女
子
に
お
い
て
は
人
間
関
係
や
友
人
関
係
の
難
し
さ
が
よ
り
意
識
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
　
「
親
や
先
生
に
ど
う
し
て
ほ
し
か
っ
た
か
」
で
は
，
男
女
と
も
一
番
多
い
の
が
「
何
も
言
わ
ず
に
見
守
っ
て
ほ
し
か
っ
た
」
で
，
二
番
目
に
多
い
の
が
「
自
分
の
気
持
ち
を
聞
い
て
ほ
し
か
っ
た
」
で
あ
っ
た
。
女
子
で
は
男
子
に
比
べ
て
，
「
自
分
の
気
持
ち
を
聞
い
て
ほ
し
か
っ
た
」
が
多
い
の
が
特
徴
で
あ
る
が
，
親
や
教
師
に
対
す
る
期
待
の
大
き
さ
が
推
測
さ
れ
る
。
　
な
お
，
要
望
等
で
は
基
本
的
に
性
差
は
な
く
，
「
学
校
に
行
か
な
い
こ
と
も
認
め
る
制
度
に
し
て
欲
し
い
」
や
高
校
へ
の
進
学
を
差
別
な
く
保
障
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
3
．
不
登
校
に
お
け
る
年
齢
的
意
味
に
つ
い
て
　
同
じ
不
登
校
と
い
っ
て
も
，
そ
の
受
け
止
め
方
や
そ
の
心
理
的
影
響
は
年
齢
や
発
達
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
　
学
校
や
教
室
に
行
け
な
か
っ
た
時
期
に
つ
い
て
は
，
小
学
校
3
年
生
か
ら
中
学
校
3
年
生
に
か
け
て
単
調
増
加
傾
向
を
示
す
。
ま
た
，
小
学
校
の
1
1
寺
期
に
比
べ
る
と
中
学
校
の
時
期
が
多
く
，
中
1
が
1
1
4
人
（
3
6
．
8
％
）
，
中
2
が
1
6
9
人
（
5
4
．
5
％
）
，
中
3
が
1
9
1
人
（
6
1
．
6
％
）
で
あ
る
。
ま
た
，
学
校
や
教
室
に
行
か
な
か
っ
た
（
行
け
な
か
っ
た
）
日
数
は
，
小
学
校
時
代
は
「
1
～
2
9
日
」
が
相
対
的
に
多
数
を
占
め
る
の
に
，
中
学
校
時
代
は
「
6
0
日
以
上
」
が
相
対
的
に
多
数
を
占
め
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
，
同
じ
不
登
校
と
い
っ
て
も
小
学
生
の
不
登
校
と
中
学
生
の
不
登
校
と
で
は
性
格
が
違
う
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
　
結
果
に
お
い
て
は
，
不
登
校
に
な
っ
た
年
齢
を
大
き
く
3
っ
に
区
分
し
，
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
ご
と
の
集
計
を
試
み
た
。
学
校
に
行
け
な
か
っ
た
理
由
を
み
て
み
る
と
，
小
学
生
で
は
低
学
年
・
高
学
年
と
も
「
学
校
の
雰
囲
気
が
合
わ
な
か
っ
た
」
，
「
勉
強
が
面
白
く
な
か
っ
た
」
，
「
い
じ
め
に
あ
っ
た
」
が
割
合
が
高
い
上
位
3
つ
の
理
由
で
あ
る
が
，
中
学
生
で
は
「
学
校
の
雰
囲
気
が
合
わ
な
か
っ
た
」
，
「
勉
強
が
面
白
く
な
か
っ
た
」
に
次
い
で
，
「
友
達
と
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
か
ら
」
が
上
位
3
っ
の
理
由
に
入
っ
て
く
る
。
ま
た
，
自
由
記
述
欄
の
回
答
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
，
卜
小
学
2
年
の
時
，
風
邪
で
2
週
間
休
ん
で
学
校
に
出
た
と
き
算
数
の
授
業
で
自
分
だ
け
で
き
ず
に
叱
ら
れ
た
」
と
い
う
よ
う
な
小
学
生
特
有
の
不
登
校
の
き
っ
3
2
田
丸
敏
高
・
山
根
俊
昌
・
井
戸
垣
直
美
：
義
務
教
育
期
に
お
け
る
不
登
校
体
験
に
関
す
る
研
究
か
け
の
理
由
と
，
「
学
校
だ
と
自
分
を
偽
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
し
，
学
校
生
活
を
形
成
す
る
全
て
の
要
素
が
嫌
だ
っ
た
」
と
い
う
よ
う
な
中
学
生
特
有
の
不
登
校
理
由
と
の
違
い
は
，
教
師
の
指
導
の
あ
り
方
や
親
子
関
係
の
あ
り
方
に
つ
い
て
小
学
生
と
中
学
生
と
の
発
達
の
違
い
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
　
「
親
に
ど
う
さ
れ
た
か
」
に
対
す
る
回
答
で
は
，
3
っ
の
学
年
と
も
「
学
校
に
行
く
よ
う
に
説
得
さ
れ
た
」
が
多
い
の
で
あ
る
が
，
「
学
校
に
行
か
な
い
こ
と
を
認
め
て
く
れ
た
」
割
合
は
小
学
校
低
学
年
ヵ
㍉
ら
い
（
3
5
，
3
％
）
。
「
親
に
ど
う
し
て
ほ
し
か
っ
た
か
」
の
質
問
に
は
ど
の
学
年
も
ト
何
も
言
わ
ず
に
見
守
っ
て
欲
し
か
っ
た
」
が
4
割
程
度
を
占
め
て
い
て
，
次
い
で
「
自
分
の
気
持
ち
を
聞
い
て
欲
し
か
っ
た
」
と
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
，
中
学
生
で
は
4
2
．
7
％
の
入
が
「
何
も
言
わ
ず
に
見
守
っ
て
欲
し
か
っ
た
」
に
も
関
わ
ら
ず
，
5
0
。
2
％
の
人
が
「
学
校
に
行
く
よ
う
に
説
得
さ
れ
た
」
と
回
答
し
，
「
学
校
に
行
か
な
い
こ
と
を
認
め
て
く
れ
た
」
の
は
2
7
．
7
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
　
「
教
師
か
ら
ど
う
さ
れ
た
か
」
と
い
う
質
問
に
は
ど
の
学
年
も
約
6
割
の
人
が
「
家
庭
訪
同
を
受
け
た
」
と
回
答
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
で
は
，
小
学
校
低
学
年
で
は
「
何
も
し
て
く
れ
な
い
」
（
2
5
、
5
％
）
，
「
学
校
に
連
れ
て
行
か
れ
た
」
Q
9
．
6
％
）
が
多
い
が
，
小
学
校
1
。
1
学
年
で
は
そ
れ
に
加
え
て
「
進
級
・
卒
業
に
不
利
と
言
わ
れ
た
」
（
1
9
．
4
％
）
が
多
い
。
中
学
生
で
は
ト
進
級
・
卒
業
に
不
利
と
言
わ
れ
た
」
が
2
番
1
ヨ
に
多
い
。
ま
た
，
「
教
師
に
ど
う
し
て
ほ
し
か
っ
た
か
」
に
つ
い
て
は
，
ど
の
学
年
も
「
何
も
言
わ
ず
に
見
守
っ
て
欲
し
か
っ
た
」
が
一
番
多
く
，
次
い
で
ヂ
自
分
の
気
持
ち
を
聞
い
て
欲
し
か
っ
た
」
，
「
勉
強
の
援
助
を
し
て
欲
し
か
っ
た
」
が
続
い
て
い
る
。
中
学
生
で
は
，
「
何
も
言
わ
ず
に
見
守
っ
て
欲
し
か
っ
た
」
が
4
2
．
7
％
で
あ
る
が
，
実
際
「
学
校
に
行
か
な
い
こ
と
を
認
め
て
く
れ
た
」
の
は
1
5
．
4
％
に
と
ど
ま
り
，
「
進
級
・
卒
業
に
不
利
と
言
わ
れ
た
」
（
2
］
．
0
％
）
や
「
内
申
告
に
不
利
と
言
わ
れ
た
」
（
1
1
．
2
％
）
も
か
な
り
の
割
合
で
み
ら
れ
る
。
教
師
の
意
識
と
子
ど
も
の
気
持
ち
と
の
す
れ
違
い
が
間
々
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
終
わ
り
に
障
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
不
登
校
の
子
ど
も
の
意
識
を
み
て
も
，
学
校
や
社
会
に
対
す
る
要
求
の
項
目
で
「
学
校
に
行
か
な
い
こ
と
も
認
め
る
制
度
に
し
て
欲
し
い
」
が
4
0
．
6
％
に
対
し
「
学
校
以
外
の
学
び
の
場
を
充
実
さ
せ
て
欲
し
い
」
が
2
9
．
1
％
存
在
し
て
い
た
。
　
義
務
教
育
に
限
定
し
て
議
論
す
れ
ば
，
義
務
教
育
制
は
，
ま
ず
，
主
要
に
は
子
ど
も
の
学
習
権
保
障
の
手
段
と
し
て
採
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
，
積
極
的
に
評
価
さ
れ
て
然
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
，
不
登
校
，
と
く
に
学
校
の
あ
り
方
を
理
由
と
し
た
不
登
校
の
存
在
は
，
就
学
義
務
制
の
理
念
と
現
実
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
，
不
登
校
問
題
は
，
親
が
普
通
教
育
の
義
務
（
子
ど
も
の
学
習
権
保
障
）
を
果
た
す
た
め
に
は
，
現
行
の
公
教
育
制
度
を
前
提
と
す
る
就
学
義
務
を
免
れ
，
就
学
に
代
わ
る
方
法
を
採
ら
ざ
る
を
得
な
い
場
合
が
在
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
教
育
が
本
来
，
子
ど
も
の
学
習
へ
の
助
成
・
支
援
で
あ
る
な
ら
ば
，
そ
の
法
制
度
，
教
育
方
法
に
教
育
対
象
（
子
ど
も
）
を
合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
，
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
教
育
的
必
要
に
合
わ
せ
て
制
度
・
方
法
を
っ
く
り
か
え
て
い
く
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
，
不
登
校
時
に
「
ど
こ
に
も
通
わ
な
か
っ
た
」
者
が
4
6
．
2
％
と
い
う
こ
と
は
，
子
ど
も
の
教
育
へ
の
権
利
の
保
障
と
い
う
点
か
ら
い
っ
て
，
大
き
な
問
題
を
提
起
し
て
い
る
と
い
え
る
。
　
ま
た
，
上
記
と
関
わ
っ
て
直
ち
に
具
体
的
施
策
が
求
め
ら
れ
る
の
が
，
進
学
問
題
で
あ
る
。
「
学
校
や
社
会
に
対
す
る
要
望
」
の
質
問
で
は
，
中
卒
資
格
認
定
試
験
3
4
．
2
％
，
出
席
日
数
を
問
題
に
せ
ず
入
学
で
き
る
高
校
に
関
す
る
情
報
提
供
3
2
．
0
％
，
高
校
入
試
制
度
の
改
革
2
6
．
9
％
な
ど
，
進
学
に
関
わ
る
施
策
の
要
求
は
か
な
り
高
い
。
現
行
の
高
校
入
試
制
度
を
前
提
と
す
れ
ば
，
一
部
で
は
す
で
に
行
わ
れ
て
い
る
が
，
通
所
施
設
な
ど
と
学
校
が
連
携
し
て
，
通
所
施
設
等
，
学
校
外
で
の
学
習
の
成
果
を
評
定
資
料
（
内
申
護
r
）
へ
反
映
さ
せ
る
な
ど
の
措
置
が
緊
急
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
　
不
登
校
問
題
の
解
決
は
，
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
に
基
づ
く
と
と
も
に
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
に
も
う
た
わ
れ
て
い
る
と
お
り
子
ど
も
自
身
の
意
見
や
要
求
に
即
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
本
調
査
を
そ
の
第
一
歩
と
し
た
い
。
｛《ざ※き
　
最
後
に
，
不
登
校
問
題
を
捉
え
る
際
の
基
本
的
視
点
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
　
α
）
不
登
校
の
要
因
は
，
本
人
，
学
校
，
家
庭
，
社
会
・
文
化
，
あ
る
い
は
こ
れ
ら
の
複
合
に
分
類
さ
れ
る
。
本
調
査
の
不
登
校
経
験
者
の
意
識
を
み
る
と
，
「
学
校
に
行
か
な
か
っ
た
（
ま
た
は
行
け
な
か
っ
た
）
理
由
」
に
，
「
虜
分
に
問
題
が
あ
っ
た
」
（
2
2
．
0
％
）
，
「
家
庭
に
問
題
が
あ
っ
た
」
（
7
．
0
％
）
と
い
っ
た
よ
う
に
，
本
人
，
少
数
で
は
あ
る
が
家
庭
を
挙
げ
る
も
の
も
あ
る
が
，
こ
れ
ら
よ
り
も
「
学
校
の
雰
囲
気
が
合
わ
な
か
っ
た
」
（
3
4
．
5
％
）
，
「
勉
強
が
面
白
く
な
か
っ
た
」
（
2
6
．
4
％
）
，
「
い
じ
め
に
あ
っ
た
」
（
1
9
．
9
％
）
と
い
う
よ
う
に
，
学
校
的
要
困
を
挙
げ
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
学
校
的
要
因
と
い
っ
て
も
，
そ
れ
は
本
人
や
家
庭
の
学
校
観
・
教
育
観
と
学
校
・
教
師
の
そ
れ
と
の
関
係
の
問
題
で
も
あ
る
が
，
し
か
し
，
不
登
校
は
や
は
り
学
校
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
り
，
現
在
の
学
校
の
あ
り
方
一
学
校
の
「
雰
顯
気
」
と
い
う
学
校
空
同
の
そ
の
も
の
の
あ
り
よ
う
か
ら
，
学
習
の
あ
り
方
，
生
徒
間
，
お
よ
び
生
徒
一
教
師
間
の
人
間
関
係
と
い
っ
た
よ
う
に
，
学
校
や
そ
こ
に
お
け
る
教
育
の
あ
り
方
金
体
一
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
不
登
校
問
題
の
解
決
に
当
た
っ
て
，
不
登
校
の
子
ど
も
当
人
や
，
家
族
に
対
す
る
個
別
的
対
応
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
あ
る
が
，
同
時
に
学
校
そ
の
も
の
の
改
革
が
，
改
め
て
課
題
と
し
て
強
く
意
識
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
　
（
2
）
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
，
不
登
校
は
，
教
育
へ
の
権
利
の
放
棄
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
，
不
登
校
の
子
ど
も
に
も
教
育
へ
の
権
利
が
保
文
　
　
献
（
1
）
ロ
ベ
ー
ル
仏
和
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
　
ロ
ベ
ー
ル
仏
和
大
辞
典
　
ノ
」
、
学
館
　
　
1
9
8
8
（
2
）
ラ
タ
ー
，
ハ
ー
ソ
ブ
編
　
高
木
隆
郎
監
訳
　
最
新
児
童
精
神
医
学
　
ル
ガ
ー
ル
社
　
1
9
8
2
（
3
）
茂
木
俊
彦
編
集
代
表
　
障
害
児
教
育
大
事
典
　
旬
報
社
　
1
9
9
7
（
4
）
稲
村
博
　
不
登
校
の
研
究
　
新
曜
社
　
1
9
9
4
（
5
）
小
倉
裕
子
　
中
学
生
の
学
校
生
活
に
関
す
る
意
識
　
鳥
取
大
学
教
育
　
学
部
1
9
9
2
年
度
卒
業
論
文
　
1
9
9
3
（
6
）
榎
啓
介
　
子
ど
も
た
ち
は
な
ぜ
学
校
に
行
く
の
か
　
鳥
取
大
学
教
育
　
学
部
1
9
9
3
年
度
卒
業
論
文
　
1
9
9
4
（
7
）
坪
倉
嘉
隆
　
中
学
生
の
学
校
生
活
意
識
と
登
校
意
欲
　
鳥
取
大
学
教
　
育
学
部
1
9
9
4
年
度
卒
業
論
文
　
1
9
9
5
付
　
　
記
（
1
）
こ
の
調
査
は
，
第
5
0
回
中
国
地
方
弁
護
士
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
（
1
9
9
6
年
1
0
月
4
臼
，
鳥
取
県
民
文
化
会
館
に
於
い
て
開
催
，
テ
ー
マ
　
は
「
不
登
校
と
教
育
へ
の
権
利
」
）
の
た
め
に
，
鳥
取
県
弁
護
士
会
が
　
主
体
と
な
り
，
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
が
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
　
実
行
委
員
会
の
委
員
は
，
田
丸
，
山
根
の
ほ
か
，
森
英
俊
（
医
師
）
，
　］
鳥
取
大
学
教
育
学
部
教
育
実
践
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
　
第
8
号
　
1
9
9
8
年
7
月
3
3
　
川
口
孝
一
（
精
神
科
医
，
鳥
取
子
ど
も
学
園
希
望
館
副
館
長
）
，
安
田
　
寿
朗
（
弁
護
士
）
，
河
本
充
弘
（
弁
護
士
）
，
大
田
原
俊
輔
（
弁
護
士
）
，
　
太
田
正
志
（
弁
護
士
）
寺
垣
琢
生
（
弁
護
士
）
で
あ
る
。
調
査
結
果
の
　
概
要
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
際
に
資
料
と
し
て
配
付
さ
れ
た
が
，
小
論
は
，
　
筆
者
の
責
任
で
こ
れ
を
再
分
析
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
（
2
）
調
査
に
協
力
い
た
だ
い
た
各
高
等
学
校
の
先
生
方
，
お
よ
び
生
徒
の
　
方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
【
資
料
】
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
Q
1
．
あ
な
た
が
小
・
中
学
校
の
と
き
，
学
校
に
行
き
た
く
な
い
と
思
っ
　
　
　
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
に
○
を
っ
け
て
く
だ
　
　
　
さ
い
。
　
　
1
．
あ
る
　
　
　
2
．
な
い
Q
2
．
学
校
に
行
き
た
く
な
い
と
思
っ
た
と
き
，
ど
う
し
ま
し
た
か
。
あ
　
　
　
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
を
っ
け
て
く
だ
さ
い
。
　
　
1
．
学
校
に
行
か
な
か
っ
た
　
　
2
．
学
校
に
行
っ
た
が
保
健
室
等
に
い
て
，
教
室
で
授
業
を
受
け
な
　
　
　
か
っ
た
　
　
3
．
学
校
に
行
っ
て
，
教
室
で
授
業
を
受
け
た
　
　
4
．
そ
の
他
（
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
）
Q
3
．
あ
な
た
が
学
校
や
教
室
に
行
か
な
か
っ
た
又
は
行
け
な
か
っ
た
　
　
　
（
け
が
や
病
気
で
入
院
し
た
場
合
は
除
き
ま
す
）
の
は
，
い
つ
の
　
　
　
こ
と
で
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
を
っ
け
て
く
だ
さ
　
　
　
い
．
　
　
1
．
小
学
校
1
年
　
　
4
．
小
学
校
4
年
　
　
6
．
小
学
校
6
年
　
　
9
．
中
学
校
3
年
Q
4
．
2
．
　
ノ
］
、
学
校
2
年
5
，
小
学
校
5
年
7
．
中
学
校
1
年
3
．
小
学
校
3
年
8
．
中
学
校
2
年
　
あ
な
た
が
学
校
や
教
室
に
行
か
な
か
っ
た
又
は
行
け
な
か
っ
た
　
（
け
が
や
病
気
で
入
院
し
た
場
合
は
除
き
ま
す
）
期
間
は
，
そ
れ
ぞ
れ
合
計
で
ど
の
く
ら
い
で
す
か
。
Q
3
の
年
代
ご
と
に
，
あ
て
は
ま
る
も
の
に
○
を
っ
け
て
く
だ
さ
い
。
1
．
小
学
校
1
年
の
と
き
　
ア
、
1
～
2
9
日
　
　
イ
．
3
0
～
5
9
日
　
工
．
わ
か
ら
な
い
2
．
小
学
校
2
年
の
と
き
　
ア
．
1
～
2
9
日
　
　
イ
．
3
0
～
5
9
日
　
工
．
わ
か
ら
な
い
3
．
小
学
校
3
年
の
と
き
　
ア
．
1
～
2
9
［
］
　
　
イ
．
3
0
～
5
9
日
　
工
．
わ
か
ら
な
い
4
．
小
学
校
4
年
の
と
き
　
ア
．
1
～
2
9
日
　
　
イ
．
3
0
～
5
9
日
　
工
．
わ
か
ら
な
い
5
．
小
学
校
5
年
の
と
き
　
ア
．
ユ
～
2
9
E
l
　
　
イ
．
3
0
～
5
9
懸
　
工
、
わ
か
ら
な
い
6
、
小
学
校
6
年
の
と
き
　
ア
．
1
～
2
9
日
　
　
イ
、
3
0
～
5
9
日
　
工
．
わ
か
ら
な
い
7
．
中
学
校
1
年
の
と
き
　
ア
．
1
～
2
9
［
ヨ
　
　
イ
．
3
0
～
5
9
日
　
工
．
わ
か
ら
な
い
ウ
．
6
0
日
以
上
ウ
．
6
0
日
以
上
ウ
．
6
0
日
以
上
ウ
．
6
0
日
以
上
ウ
．
6
0
日
以
上
ウ
．
6
0
日
以
上
ウ
．
6
0
日
以
上
8
　
中
学
校
2
年
の
と
き
　
ア
．
1
～
2
9
日
　
　
イ
．
　
エ
．
わ
か
ら
な
い
9
　
中
学
校
3
年
の
と
き
　
ア
．
1
～
2
9
日
　
　
イ
．
エ
．
わ
か
ら
な
い
3
0
～
5
9
日
3
0
～
5
9
日
ウ
．
6
0
日
以
上
ウ
．
6
0
日
以
上
Q
5
．
あ
な
た
が
学
校
や
教
室
に
行
か
な
か
っ
た
又
は
行
け
な
か
っ
た
　
　
　
（
け
が
や
病
気
で
入
院
し
た
場
合
は
除
き
ま
す
）
の
は
ど
う
し
て
　
　
　
で
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
を
っ
け
て
く
だ
さ
い
。
　
　
1
．
学
校
の
雰
囲
気
が
合
わ
な
か
っ
た
か
ら
　
　
2
．
い
じ
め
に
あ
っ
た
か
ら
　
　
3
．
校
則
が
自
分
に
合
わ
な
か
っ
た
か
ら
　
　
4
．
先
生
か
ら
体
罰
を
受
け
た
か
ら
　
　
5
．
学
校
の
生
活
指
導
が
嫌
だ
っ
た
か
ら
　
　
6
．
家
庭
に
問
題
が
あ
っ
た
か
ら
　
　
7
、
勉
強
が
面
白
く
な
か
っ
た
か
ら
　
　
8
．
先
生
が
他
の
人
に
体
罰
を
加
え
る
姿
を
見
た
か
ら
　
　
9
、
友
達
と
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
か
ら
　
　
1
0
．
先
生
が
不
公
平
だ
っ
た
か
ら
　
　
1
1
．
自
分
に
問
題
が
あ
っ
た
か
ら
　
　
1
2
．
わ
か
ら
な
い
　
　
1
3
．
そ
の
他
（
自
由
に
お
吉
き
く
だ
さ
い
）
Q
6
．
あ
な
た
が
学
校
や
教
室
に
行
か
な
か
っ
た
又
は
行
け
な
か
っ
た
　
　
　
（
け
が
や
病
気
で
入
院
し
た
場
合
は
除
き
ま
す
）
と
き
親
か
ら
ど
　
　
　
う
さ
れ
ま
し
た
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
を
っ
け
て
く
　
　
　
だ
さ
い
。
　
　
1
．
児
童
相
談
所
に
連
れ
て
行
か
れ
た
　
　
2
．
学
校
に
行
く
よ
う
説
得
さ
れ
た
　
　
3
．
ひ
ど
い
言
葉
で
の
の
し
ら
れ
た
　
　
4
．
何
も
し
て
く
れ
な
か
っ
た
　
　
5
．
医
者
に
連
れ
て
行
か
れ
た
　
　
6
．
暴
力
を
受
け
た
　
　
7
．
学
校
に
連
れ
て
行
か
れ
た
　
　
8
．
学
校
に
行
か
な
い
こ
と
を
認
め
て
く
れ
た
　
　
9
．
そ
の
他
（
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
）
Q
7
．
あ
な
た
が
学
校
や
教
室
に
行
か
な
か
っ
た
又
は
行
け
な
か
っ
た
　
　
　
（
け
が
や
病
気
で
入
院
し
た
場
合
は
除
き
ま
す
）
と
き
，
本
当
は
　
　
　
親
に
ど
う
し
て
ほ
し
か
っ
た
の
で
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
　
　
　
て
に
○
を
っ
け
て
く
だ
さ
い
。
　
　
1
．
何
も
い
わ
ず
に
見
守
っ
て
欲
し
か
っ
た
　
　
2
．
学
校
に
行
く
よ
う
励
ま
し
て
欲
し
か
っ
た
　
　
3
．
も
っ
と
自
分
の
気
持
ち
を
聞
い
て
欲
し
か
っ
た
　
　
4
、
も
っ
と
早
く
病
院
に
連
れ
て
行
っ
て
欲
し
か
っ
た
　
　
5
．
学
校
と
交
渉
し
て
欲
し
か
っ
た
　
　
6
．
転
校
を
さ
せ
て
欲
し
か
っ
た
　
　
7
、
そ
の
他
（
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
）
Q
8
．
あ
な
た
が
学
校
や
教
室
に
行
か
な
く
な
っ
て
又
は
行
け
な
く
な
っ
　
　
　
て
（
け
が
や
病
気
で
入
院
し
た
場
合
は
除
き
ま
す
）
学
校
の
先
生
　
　
　
か
ら
ど
う
さ
れ
ま
し
だ
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
を
つ
　
　
　
け
て
く
だ
さ
い
。
　
　
1
、
先
生
の
家
庭
訪
問
を
う
け
た
　
　
2
．
学
校
に
連
れ
て
行
か
れ
た
　
　
3
、
養
護
学
校
に
行
く
こ
と
を
勧
め
ら
れ
た
　
　
4
．
転
校
を
勧
め
ら
れ
た
　
　
5
．
学
校
以
外
の
施
設
に
行
く
こ
と
を
勧
め
ら
れ
た
1
］
＠　※
3
4
田
丸
敏
高
・
山
根
俊
喜
・
井
戸
垣
直
美
：
義
務
教
育
期
に
お
け
る
不
登
校
体
験
に
関
す
る
研
究
　
　
6
．
先
生
か
ら
進
級
・
卒
業
に
不
利
に
な
る
と
言
わ
れ
た
　
　
7
．
何
も
し
て
く
れ
な
か
っ
た
　
　
8
．
学
校
に
来
な
い
こ
と
を
認
め
て
く
れ
た
　
　
9
．
先
生
か
ら
内
申
志
に
不
利
に
な
る
と
言
わ
れ
た
　
　
1
0
．
そ
の
他
（
自
由
に
お
吉
き
く
だ
さ
い
）
Q
9
．
あ
な
た
が
学
校
や
教
室
に
行
か
な
か
っ
た
又
は
行
け
な
か
っ
た
　
　
　
（
け
が
や
病
気
で
入
院
し
た
場
合
は
除
き
ま
す
）
と
き
，
本
当
は
　
　
　
先
生
に
ど
う
し
て
欲
し
か
っ
た
の
で
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
す
　
　
　
べ
て
に
○
を
っ
け
て
く
だ
さ
い
。
　
　
1
、
何
も
言
わ
ず
に
見
守
っ
て
欲
し
か
っ
た
　
　
2
、
学
校
に
行
く
よ
う
励
ま
し
て
欲
し
か
っ
た
　
　
3
．
も
っ
と
自
分
の
気
持
ち
を
聞
い
て
欲
し
か
っ
た
　
　
4
．
も
っ
と
早
く
学
校
以
外
の
施
設
を
紹
介
し
て
欲
し
か
っ
た
　
　
5
．
親
を
説
得
し
て
欲
し
か
っ
た
　
　
6
．
転
校
を
さ
せ
て
欲
し
か
っ
た
　
　
7
．
勉
強
の
援
助
を
し
て
欲
し
か
っ
た
　
　
8
．
も
っ
と
家
庭
訪
問
を
し
て
欲
し
か
っ
た
　
　
9
．
テ
ス
ト
だ
け
は
受
け
さ
せ
て
欲
し
か
っ
た
　
　
1
0
、
そ
の
他
（
自
由
に
お
古
き
く
だ
さ
い
）
Q
1
0
．
あ
な
た
が
学
校
や
教
室
に
行
か
な
か
っ
た
又
は
行
け
な
か
っ
た
　
　
　
（
け
が
や
病
気
で
入
院
し
た
場
合
は
除
き
ま
す
）
こ
と
が
原
因
で
，
　
　
　
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
　
　
　
に
○
を
っ
け
て
く
だ
さ
い
。
　
　
1
．
通
知
簿
に
成
績
が
っ
か
な
か
っ
た
　
　
2
．
休
み
の
日
に
呼
び
出
さ
れ
て
補
習
を
受
け
た
　
　
3
．
卒
業
式
に
出
席
で
き
な
か
っ
た
　
　
4
．
通
知
簿
に
最
低
の
成
績
が
っ
い
た
　
　
5
．
修
学
旅
行
の
案
内
が
な
か
っ
た
　
　
6
．
希
望
の
高
校
が
受
験
で
き
な
か
っ
た
　
　
7
．
精
神
的
な
病
名
を
っ
け
ら
れ
た
　
　
8
．
入
学
試
験
で
合
格
点
が
と
れ
た
と
思
っ
た
の
に
不
合
格
と
な
っ
　
　
　
　
た
　
　
9
．
そ
の
他
（
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
）
Q
1
1
．
あ
な
た
が
学
校
や
教
室
に
行
か
な
か
っ
た
又
は
行
け
な
か
っ
た
　
　
　
（
け
が
や
病
気
で
入
院
し
た
場
合
は
除
き
ま
す
）
と
き
，
ど
こ
か
　
　
　
に
通
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
　
　
　
て
に
○
を
っ
け
て
く
だ
さ
い
。
　
　
1
．
学
校
に
行
か
な
い
子
ど
も
の
集
ま
る
民
間
の
場
所
　
　
2
．
学
習
塾
，
予
備
校
　
　
3
．
　
膓
竪
童
相
言
炎
所
　
　
4
．
精
神
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
5
、
　
適
応
き
旨
導
教
室
　
　
6
．
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
　
　
7
、
学
校
の
保
健
室
　
　
8
．
ど
こ
に
も
通
わ
な
か
っ
た
　
　
9
．
そ
の
他
（
自
由
に
お
占
き
く
だ
さ
い
）
Q
1
2
．
あ
な
た
は
，
学
校
や
教
室
に
行
か
な
い
又
は
行
け
な
い
子
ど
も
　
　
　
（
け
が
や
病
気
で
入
院
す
る
場
合
は
除
き
ま
す
）
の
た
め
に
，
学
　
　
　
校
や
社
会
に
何
を
し
て
欲
し
い
と
考
え
ま
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
　
　
　
の
す
べ
て
に
○
を
っ
け
て
く
だ
さ
い
。
　
　
1
．
学
校
に
行
か
な
い
こ
と
も
認
め
る
制
度
に
し
て
欲
し
い
　
　
2
．
訪
問
教
育
を
実
施
し
て
欲
し
い
　
　
3
．
学
校
以
外
の
学
び
の
場
を
充
実
さ
せ
て
欲
し
い
　
　
4
．
中
学
で
の
出
席
日
数
を
問
題
に
し
な
い
で
入
学
で
き
る
高
校
の
　
　
　
　
情
報
を
提
供
し
て
欲
し
い
　
　
5
．
学
校
の
授
業
や
先
生
を
選
択
で
き
る
制
度
に
し
て
欲
し
い
　
　
6
．
学
校
で
自
分
の
学
力
に
応
じ
た
授
業
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
　
　
　
　
て
欲
し
い
　
　
7
、
い
じ
め
を
解
決
す
る
た
め
の
相
談
機
関
を
っ
く
っ
て
欲
し
い
　
　
8
、
学
校
以
外
の
学
び
の
場
に
っ
い
て
の
情
報
を
教
え
て
欲
し
い
　
　
9
．
体
罰
を
な
く
す
た
め
の
特
別
な
機
関
を
っ
く
っ
て
欲
し
い
　
　
1
0
．
中
学
校
に
行
か
な
く
て
も
認
定
試
験
を
受
け
て
，
そ
の
合
格
者
　
　
　
　
に
高
枚
の
受
験
資
格
を
与
え
る
制
度
を
っ
く
っ
て
欲
し
い
　
　
1
1
．
学
校
以
外
で
の
学
習
，
あ
る
い
は
学
校
以
外
の
施
設
へ
の
通
所
　
　
　
　
を
学
校
の
出
席
日
数
に
い
れ
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
　
　
1
2
．
大
検
（
高
卒
資
格
の
な
い
人
が
大
学
受
験
の
資
格
を
得
ら
れ
る
　
　
　
制
度
）
の
情
報
を
学
校
が
提
供
し
て
欲
し
い
　
　
1
3
、
高
校
の
入
試
制
度
を
改
善
し
て
欲
し
い
　
　
1
4
．
そ
の
他
（
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
）
Q
1
3
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
っ
い
て
，
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。
